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その電話、詐欺かも

まちの家計簿
霧島市の財政事情を公表します。

特集  Special Feature



※市債残高の推移（一般会計と特別会計）
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霧
島
市
の
平
成
29
年
度
の
一

般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が

前
年
度
に
対
し
て
２
・
７
％
増
の
総

額
６
３
１
億
９
６
９
８
万
円
、
歳
出

が
前
年
度
に
対
し
て
４
・
１
％
増
の

総
額
６
１
３
億
８
４
０
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
た
形
式
収
支
は
18
億
１
２

９
６
万
円
の
黒
字
、
さ
ら
に
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支（
決
算
剰
余
）

は
15
億
５
３
７
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
決
算
剰
余
は
翌
年
度

以
降
に
、
積
み
立
て
や
各
種
事
業

の
財
源
に
活
用
し
ま
す
。

一
般
会
計
で
管
理
す
る
財
産
に

は
土
地
・
建
物
の
他
、
貯
金
に
あ

た
る
「
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。
年

度
間
の
財
源
調
整
や
特
定
の
目
的

の
た
め
の
資
金
積
立
、
運
用
を

行
っ
て
い
ま
す
。

年
度
間
の
財
源
調
整
に
は
、
借

金
で
あ
る
「
市
債
」
を
発
行
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。
長
期
間
利
用

す
る
施
設
の
建
設
の
た
め
、
次
世

代
に
も
平
等
に
費
用
を
負
担
し
て

も
ら
う
よ
う
な
場
合
に
有
効
な
手

段
で
、
後
の
返
済
が
大
き
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
計
画
的
な
発
行

に
努
め
て
お
り
、
近
年
は
残
高
が

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
給
料
な
ど
の
収
入

額
と
、
食
費
・
光
熱
水
費
・

教
育
費
な
ど
の
支
出
額
を
計
算
し

な
が
ら
家
計
を
や
り
く
り
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

霧
島
市
の
財
政
で
も
同
じ
よ
う

に
、
１
年
間
に
入
っ
て
く
る
収
入

（
歳
入
）と
、
ど
の
仕
事
に
い
く
ら

お
金
を
使
う
か（
歳
出
）
を
見
積

も
り
、
計
画
を
立
て
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
金
の

計
画
を
見
積
も
っ
た
も
の
を「
予

算
」、
予
算
に
基
づ
い
て
や
り
く

り
し
た
結
果
を「
決
算
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

特
定
の
目
的（
国
民
健
康
保
険
、

下
水
道
事
業
な
ど
）
が
あ
る
仕
事

で
は
、
お
金
の
出
し
入
れ
を
明
確

に
す
る
た
め
に
財
布
を
分
け
て
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
財
布
を「
会
計
」
と
呼
び
ま
す
。

会
計
に
は
、
福
祉
・
教
育
・
道
路

整
備
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
に
広
く

関
わ
る「
一
般
会
計
」
と
、
目
的

ご
と
に
財
布
を
分
け
る「
特
別
会

計
」、
さ
ら
に
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
す
る
３
つ
の「
企
業
会
計
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
計
の

決
算
を
見
る
と
、
市
の「
会
計（
財

政
）
事
情
」
が
分
か
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
地
方
自
治

法
と
条
例
に
基
づ
き
毎
年
11
月
、

前
年
度
決
算
と
、
９
月
末
時
点
に

お
け
る
現
年
度
の
財
政
事
情
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

まちの家計簿
霧島市の財政事情を

公表します。

民生費	 高齢者や障がい者、児童の福祉推進などに使われた費用
総務費	 �総務人事管理、財産管理、企画調整、地域振興、税務事務などに使

われた費用
教育費	 公立学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推進などに使われた費用
公債費	 �これまでの公共事業などの財源として借り入れたお金の返済に使わ

れた費用
土木費	 道路や公園、公営住宅などの整備に使われた費用
衛生費	 ごみ、し尿の処理や健康増進事業などに使われた費用
農林水産業費	 �農業、林業、畜産業、水産業などの振興に使われた費用
その他	 �消防費、災害復旧事業費、議会費、労働費、商工費、公営企業会計

への諸支出金

市税	 市民税や固定資産税など市に納められた税金
地方交付税	 �地方公共団体が等しく行政サービスを提供できるよう、一定の基

準により国から自治体に配分された税金
国庫支出金	 市が行う特定の事業に対して、国が支出したお金
市債	 �市が行う公共事業などの財源として、財政負担の平準化、世代間

の負担の公平などを図るため、国などから借りたお金
県支出金	 市が行う特定の事業に対して、県が支出したお金
繰入金	 基金 ( 市の貯金 )や特別会計などから繰り入れられたお金
繰越金	 前年度から繰り越されたお金
その他	 �地方消費税交付金、使用料及び手数料、諸収入、地方譲与税、分

担金及び負担金、財産収入、寄附金として納められたお金など

区　　分 平成29年度末現在高
土　　地 3,667ha

（うち市有林） (2,011ha)
建　　物 908,200㎡

基
　
金

計 241億4,302万円

内
　
訳

財政調整基金 98億9,879万円
減債基金 18億8,694万円

特定建設事業基金 24億8,352万円
その他の基金 98億7,377万円

有 価 証 券 2億3,150万円
※市　　債 665億 388万円

（企業会計を除く）

◎財産と市債借入の状況

平
成
29
年
度  

一
般
会
計
の
決
算

歳入
631億9,698万円

歳出
613億8,402万円

その他／ 10.5％その他／ 6.9％

農林水産業費／ 4.3％

衛生費／ 5.8％

土木費／ 6.6％

公債費／ 12.1％

教育費／ 12.6％

総務費／ 15.5％

民生費／ 36.2％

繰越金／ 4.1％
繰入金／ 4.7％

県支出金／ 8.0％

市債／ 8.5％

国庫支出金／ 14.8％

地方交付税／ 23.8％

市税／ 25.6％

222億826万円
（17万5,743円）

95億3,777万円
（7万5,476円）

77億1,605万円
（6万1,060円）

40億3,158万円
（3万1,903円）

26億4,055万円
（2万896円）

73億9,892万円
（5万8,551円）

35億8,058万円
（2万8,335円）

42億7,031万円
（3万3,792円）

161億6,379万円

150億5,596万円

93億4,082万円

50億2,234万円

25億6,432万円

53億4,440万円

29億5,664万円

67億4,871万円

（  ）内は市民一人当たりの金額

�※��金額は歳出決算額を、平成30年
1月1日現在の人口126,368人で
除して算出したものです。

【
用
語
説
明
】

【
用
語
説
明
】

市
債

市民一人当たりに
使ったお金は

48万5,756円
でした。
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市
の
お
金
が
足
り
て
い
る

か
」「
借
金
を
し
す
ぎ
て

い
な
い
か
」
な
ど
、
市
の
財
政
が

安
全
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
客
観

的
な
物
差
し
と
し
て
、
各
種
指
標

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
削
減
が
難
し
い
義
務

的
経
費
な
ど
の
経
常
的
な
支
出
が

占
め
る
割
合
を
示
す「
経
常
収
支

比
率
」は
、
前
年
度
に
対
し
て
１
・

５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
歳

出
の
自
由
度
が
若
干
減
少
し
た
と

言
え
ま
す
。

国
が
法
の
中
で
定
め
て
い
る

「
健
全
化
判
断
比
率
」
関
係
で
は
、

財
政
規
模
に
占
め
る
借
入
金
返
済

額
の
割
合
を
示
す「
実
質
公
債
費

比
率
」
は
前
年
度
に
対
し
て
０
・

７
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
８
・
１
％
と

な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
公
営

企
業
を
含
む
全
会
計
の
実
質
赤
字

額
に
関
す
る
比
率
や
、
将
来
の
実

質
的
な
財
政
負
担
の
大
き
さ
を
示

す
比
率
は
い
ず
れ
も
、
国
が
健
全

化
を
促
す
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
は
お

お
む
ね
健
全
な
財
政
運
営
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

霧
島
市
で
は
、
年
度
ご
と
の

「
ま
ち
の
家
計
」の
収
支
を

保
ち
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
的
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
既
に
あ
る
事
業
の
効
果

や
効
率
な
ど
を
常
に
検
証
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
内
容
を
徹
底
的
に
見

直
し
た
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
に
配
分
し
有
効
活
用
し
た
り

し
て
、
節
減
・
合
理
化
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
身
の
丈
に
合
っ
た
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎�

�問
＝
財
政
課
☎（
64
）０
９
１
７

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 172億4,580万円 176億4,197万円 ▲3億9,617万円
後期高齢者医療特別会計 13億6,211万円 13億5,455万円 756万円
介 護 保 険 特 別 会 計 108億2,864万円 106億7,794万円 1億5,070万円
交通災害共済事業特別会計 2,067万円 1,343万円 724万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 20億2,895万円 19億4,534万円 8,361万円
温 泉 供 給 特 別 会 計 7,217万円 6,619万円 598万円

計 315億5,834万円 316億9,942万円 ▲1億4,108万円

◎特別会計

会　計　名
収益的収入および支出 資本的収入および支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 24億 533万円 17億5,874万円 300万円 14億8,527万円
工業用水道事業 2,741万円 2,501万円 2,880万円 3,040万円
病 院 事 業 52億 660万円 50億6,905万円 0円 4億9,672万円

計 76億3,934万円 68億5,280万円 3,180万円 20億1,239万円

◎企業会計

※�資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金な
どで補てんしています。

指　　数　　な　ど 平成29年度 平成28年度
❶ 財政力指数 0.54 0.54
❷ 経常収支比率 88.8％ 87.3％

健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 －％ －％
❹ 連結実質赤字比率 －％ －％
❺ 実質公債費比率 8.1％ 8.8％
❻ 将来負担比率 －％ －％
❼ 資金不足比率 －％ －％

◎主な指数など（決算統計・健全化法）

※�「－」の表記は、赤字額、将来負担比率、資金
不足額がないため、記載すべき比率がないこ
とを表します。

会　　計　　名 予  算  現  額 歳　入 歳　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 153億4,687万円 67億8,857万円 44.2% 67億1,301万円 43.7%
後期高齢者医療 13億6,054万円 4億2,015万円 30.9% 4億1,801万円 30.7%
介 護 保 険 109億1,610万円 53億1,502万円 48.7% 44億8,258万円 41.1%
交通災害共済事業 1,779万円 1,042万円 58.6%   322万円 18.1%
下 水 道 事 業 21億5,490万円 2億6,034万円 12.1% 5億5,172万円 25.6%
温 泉 供 給 6,901万円 3,526万円 51.1% 2,432万円 35.2%

会　　計　　名 収　　益　　的 資　　本　　的
収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業 予算額 23億8,993万円 38.4% 18億9,587万円 17.7%  300万円 0.3% 14億 795万円 14.0%収入済額または執行済額 9億1,813万円 3億3,475万円 1万円 1億9,687万円

工業用水道事業 予算額 2,522万円 8.9% 2,522万円 8.3% 2,055万円 － 2,240万円 2.2%収入済額または執行済額 224万円 210万円 0円 50万円

病 院 事 業 予算額 56億6,085万円 46.0% 56億 363万円 41.4% 0円 － 3億1,060万円 1.4%収入済額または執行済額 26億 145万円 23億1,816万円 0円    432万円

◎財産と市債借入の状況（企業会計を除く）

◎企業会計

※�収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

※�一人当たり現在高は、同日現在の住民基本台帳人口
125,890 人で除して算出したものです。

◎特別会計
区　分 現 在 高 一人当たり現在高

土　　地
（うち市有林）

3,671ha 0.029ha
(2,019ha) （0.016ha）

建　　物 906,485㎡ 7㎡
基　　金 266億 587万円 211,342円
内
訳

積立基金 236億5,700万円 187,918円
その他の基金 29億4,887万円 23,424円

有価証券 2億3,150万円 1,839円
市　　債 631億5,668万円 501,681円

【用語説明】

まちの家計簿 霧島市の財政事情を公表します

平
成
29
年
度  

特
別・企
業
会
計
の
決
算

霧
島
市
に
は
、
６
つ
の
特
別

会
計
と
３
つ
の
企
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
伸
び
続
け
て
い
る

影
響
で
歳
出
が
歳
入
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
不
足
し
た
分
は
、
翌
年

度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
る
繰
上
充

用
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

平成30年度上半期　　　　　の財政状況（９月30日現在）

過去の財政事情は
ホームページに
掲載しています

❶財政力指数	 �地方交付税法に基づき算出した支出に対する収入
の割合を指標化したものです（３年間の平均値）。
一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超えるほ
ど財政力が強いとされます。

❷経常収支比率	 �義務的経費などの削減が難しい経費がどの程度あ
るか指標化したものです。比率が低いほど、お金
の使い道に自由度があるとされています。

❸実質赤字比率	 �一般会計などの財政規模に対する実質赤字額の比
率です。（早期健全化基準：11.64％）

❹連結実質赤字比率	 �全会計を対象とした、財政規模に対する実質赤字
額や資金の不足額の比率です。（早期健全化基準：
16.64％）

❺実質公債費比率	 �財政規模に対する借入金返済額などの比率（３年
間の平均値）です。（早期健全化基準：25％）

❻将来負担比率	 �一般会計などの借入金（地方債）や将来支払ってい
く可能性がある負担などの現時点での残高が財政
規模に占める比率です。（早期健全化基準：350％）

❼資金不足比率	 �公営企業会計ごとの資金不足額が事業規模に占
める比率です。（霧島市の公営企業会計：水道事業、
工業用水道事業、病院事業、下水道事業、温泉供給）
（経営健全化基準：20％）

※�早期（経営）健全化基準を超えた場合、法に定める計画を作って
改善していくことが求められます。

ここでは今年度上半期の財政状況をお知らせします。9月30日現在の一般会計予算現額576億532万円に対し、
収入率が51.9％、執行率が38.8％となっています。

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）
予算現額 支出済額 予算構成比 執行率

民 生 費 231億9,480万円 100億7,467万円 40.3% 43.4%
公 債 費 69億9,169万円 33億 215万円 12.1% 47.2%
総 務 費 68億7,452万円 24億1,625万円 11.9% 35.1%
教 育 費 55億6,549万円 22億 803万円 9.7% 39.7%
土 木 費 55億5,782万円 12億 756万円 9.6% 21.7%
衛 生 費 32億8,631万円 10億3,294万円 5.7% 31.4%
農林水産業費 22億8,401万円 7億3,363万円 4.0% 32.1%
そ の 他 38億5,068万円 13億9,626万円 6.7% 36.3%
歳 出 合 計 576億 532万円 223億7,149万円 100.0% 38.8%

予算現額 収入済額 予算構成比 収入率
市 税 154億 45万円 94億6,530万円 26.7% 61.5%
地方交付税 132億5,000万円 97億4,589万円 23.0% 73.6%
国庫支出金 92億5,097万円 43億3,962万円 16.1% 46.9%
県 支 出 金 51億 480万円 10億3,029万円 8.9% 20.2%
市 債 40億3,600万円    0円 7.0% 0.0%
繰 入 金 36億4,391万円 7億1,272万円 6.3% 19.6%
地方消費税交付金 22億5,000万円 13億3,939万円 3.9% 59.5%
そ の 他 46億6,919万円 32億6,772万円 8.1% 70.0%
歳 入 合 計 576億 532万円 299億 93万円 100.0% 51.9%
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日
中
は
い
つ
も
私
が
自
宅
で
家
事
を
し
て
い

ま
す
。
昨
年
の
８
月
下
旬
ご
ろ
、
家
に
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
息
子
と
は
言
わ
ず
、
そ
の

男
は「
ど
こ
か
ら
か
電
話
が
か
か
っ
て
こ
な

か
っ
た
？
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た

の
で
す
。
私
は
な
ぜ
か
こ
の
男
を
長
男
だ
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
少
し
し
て
２
回
目

の
電
話
で
は「
食
堂
に
部
長
の
か
ば
ん
を
忘

れ
た
。
中
に
は
自
分
の
携
帯
電
話
を
入
れ
て

い
た
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
長
男
の
声
と

少
し
違
っ
て
い
る
な
と
感
じ
た
の
で
、
そ
の

こ
と
を
言
っ
た
ら
、
そ
の
男
は「
今
、
部
長

の
携
帯
電
話
を
借
り
て
話
し
て
い
る
か
ら
、

声
が
変
わ
っ
て
聞
こ
え
る
」と
言
い
ま
し
た
。

私
は
、
何
の
疑
い
も
持
た
ず
そ
の
言
葉
を
信

じ
て
、
相
手
の
男
を
長
男
だ
と
思
い
込
み
ま

し
た
。
そ
し
て
男
は「
部
長
の
電
話
番
号
を

メ
モ
し
て
。折
り
返
し
は
こ
の
電
話
に
し
て
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
こ
の
時
点
で
電
話
の
男
を

長
男
と
信
じ
込
ま
せ
て
、
本
当
の
携

帯
電
話
に
連
絡
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
私
を
ま

ん
ま
と
わ
な
に
引
っ
掛
け
た
の
で
し
ょ
う
。

相
手
の
男
は「
か
ば
ん
の
中
に
は
、
大
事

な
契
約
書
と
会
社
の
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い
た
。

会
社
に
は
言
え
な
い
」「
今
日
中
に
お
金
と

契
約
書
が
必
要
だ
。
今
、
部
長
が
母
親
に
お

金
を
用
立
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。
部
長
ば
か

り
に
迷
惑
を
掛
け
ら
れ
な
い
の
で
、
自
分
も

何
と
か
し
た
い
。
お
母
さ
ん
、
お
金
用
意
で

き
る
？
」と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。

長
男
が
大
き
な
失
敗
を
し
て
、
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
も
し

か
し
た
ら
会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
長
男
の
人
生
が
終
わ
っ
て
し

ま
う
な
ど
と
悪
い
こ
と
ば
か
り
が
頭
の
中
を

ぐ
る
ぐ
る
回
り
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私

自
身
が
と
ん
で
も
な
い
災
難
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
た
の

で
す
。

何
と
し
て
も
長
男
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
助
け
る
な
ら
今
し
か
な
い
。
お
金

を
用
立
て
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
強
く
起
き
ま
し
た
。
だ
ま
さ
れ
て
い
る
な

ん
て
い
う
考
え
は
み
じ
ん
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

夫
や
次
男
に
相
談
す
る
余
裕
な
ど
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
５
０
０
万
円
だ
っ
た
ら
用
意
で
き
る
」と

長
男
だ
と
信
じ
た
男
に
伝
え
ま
し
た
。
す
る

と
、
部
長
と
い
う
男
が「
お
母
さ
ん
、
ご
迷

惑
を
掛
け
て
す
み
ま
せ
ん
。
自
宅
ま
で
息
子

さ
ん
と
２
人
で
行
き
ま
す
」
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。

長
男
と
部
長
が
お
金
を
取
り
に
来
る
と
い

う
の
で
、
さ
ら
に
何
の
疑
い
も
持
た
ず
早
く

お
金
を
引
き
下
ろ
し
に
銀
行
に
行
か
な
き
ゃ

と
思
っ
た
の
で
す
。

銀
行
の
窓
口
で
、
お
金
を
下
ろ
す
時
に

女
性
職
員
２
人
か
ら
、「
今
詐
欺
が
は
や
っ

て
い
ま
す
。
大
丈
夫
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
、

今
で
も
見
事
に
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
悔

し
く
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
主
人
と
次
男
の
３
人
で
暮
ら
し
て

い
て
、
長
男
は
別
居
し
て
い
ま
す
。

世
間
で
言
う「
振
り
込
め
詐
欺
」と
い
う
の

は
、
被
害
者
が
だ
ま
さ
れ
て
銀
行
な
ど
で
お

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
し
か
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
場
合
は「
長
男
が

お
金
に
困
っ
て
い
て
、本
人
が
取
り
に
来
る
」

と
い
う
の
で
、
こ
の
電
話
は
決
し
て
振
り
込

め
詐
欺
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ん
か
で
何
で
だ

ま
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
っ
て
い

ま
し
た
し
、
自
分
は
絶
対
だ
ま
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
他
人
事
と
し
か
受
け
止
め
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

夫
も
次
男
も
仕
事
に
出
掛
け
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
で
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
早
く
お
金
を
下
ろ
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
、

銀
行
員
に「
海
外
旅
行
に
行
き
ま
す
。
そ
れ

に
兄
が
倒
れ
た
の
で
、
少
し
用
立
て
て
あ
げ

ま
す
」
と
、
と
っ
さ
に
嘘
を
つ
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
、
部
長
の
携
帯
電
話

に
お
金
を
用
意
で
き
た
こ
と
を
連
絡

し
ま
し
た
。
部
長
を
名
乗
る
男
は「
息
子
さ

ん
は
契
約
書
を
作
成
し
て
い
て
忙
し
く
て
受

け
取
り
に
行
け
な
い
か
ら
、
代
わ
り
に
別
の

者
に
取
り
に
行
か
せ
ま
す
」と
言
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
時
に
も
変
だ
と
は
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
長
男
を
か

た
る
男
か
ら
の
電
話
で「
受
け
取
る
人
が
家

が
分
か
ら
な
い
の
で
、
近
く
の
小
学
校
の
正

門
ま
で
来
て
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
言

わ
れ
た
小
学
校
の
正
門
に
行
く
と
、
男
の
人

が
待
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
そ
の
人
に
お
金

を
渡
し
ま
し
た
。
５
０
０
万
円
と
い
う
大
金

を
渡
し
た
時
に
は
、「
こ
れ
で
長
男
が
助
か

る
ん
だ
」「
母
親
と
し
て
の
務
め
を
終
え
た

ん
だ
」と
い
う
安あ

ん

堵ど

感
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夕
方
に
本
当
の
長
男
に
電
話
を

し
た
ら
、
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
す
。「
ア
ー
だ
ま
さ
れ
た
。
ど

う
し
よ
う
！
」。
そ
の
瞬
間
、目
の
前
が
真
っ

暗
に
な
り
息
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。だ

ま
し
取
ら
れ
た
５
０
０
万
円
は
７
年

に
及
ぶ
ア
ル
バ
イ
ト
で
コ
ツ
コ
ツ
貯

め
た
お
金
で
す
。
老
後
は
、
こ
の
５
０
０
万

円
と
年
金
を
頼
っ
て
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い

こ
う
と
し
た
お
金
な
の
で
す
。
お
金
が
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
老
後
の
計
画
が
全
て
狂
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
年
齢
で
仕
事
を
探

そ
う
と
し
て
も
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
辛

く
て
、
苦
し
く
て
夜
も
寝
れ
な
い
日
々
が
続

き
情
緒
不
安
定
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
っ
そ
の
こ
と
首
を
つ
ろ
う
か
と
一
人
で
悩

む
日
が
続
い
た
の
で
す
。

私
が
落
ち
込
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
夫
や

長
男
、
次
男
が
気
を
遣
っ
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
心
が
落
ち
着
い
て
き
て
、
今
で
は
何
と

か
普
通
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
家
族
の
絆
が
私
を
救
っ
て
く
れ
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
こ
と
で
、
振
り
込
め
詐
欺
か
ら

自
己
防
衛
す
る
に
は
、
家
に
自
分
一

人
し
か
い
な
い
場
合
、「
ま
ず
は
冷
静
に
な

り
一
人
で
動
か
な
い
こ
と
。
必
ず
、
家
族
に

相
談
す
る
こ
と
」が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

お
か
し
な
電
話
と
気
付
く
よ
う
に
、
電
話
番

号
を
表
示
す
る
電
話
器
に
替
え
ま
す
。

警
察
の
人
が
、
自
分
が
悩
ん
だ
こ
と
や
心

の
も
や
も
や
を
聞
い
て
く
れ
て
気
持
ち
が
軽

く
な
り
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
内
で
は
今
年
、
う
そ
電
話
詐
欺（
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
）が
42
件
発
生
し
て
お
り
、

被
害
額
は
１
億
３
６
２
０
万
円
に
も
上
り
ま
す（
９
月
末
時
点
）。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
こ
れ
だ
け
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
被
害
に
遭
う
の
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
被
害
者
が
詐
欺
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
巧
妙
な
手
口
で
だ
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
千
葉
県
で
発
生
し
た
詐
欺
事
件
の
被
害
者
の
手
記
を
紹
介
し
ま
す
。

詐
欺
に
遭
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
、「
自
分
は
大
丈
夫
」「
だ
ま
さ
れ
る
わ
け
が
な
い
」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

次
に
狙
わ
れ
る
の
は
あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
電
話
、詐
欺
か
も

被
害
者
手
記
　
長
男
だ
と
信
じ
た
ら
　
千
葉
県
警
察
本
部
「
振
り
込
め
詐
欺
被
害
者
の
声
」
よ
り
一
部
改
変

匿名でも相談できます。一人で悩まずお電話ください。
◦霧島警察署 ☎（47）2110　◦消費者ホットライン ☎188　◦霧島市消費生活センター ☎（64）0964

霧島警察署
生活安全課長

牧之瀬 直人さん（57）

うそ電話詐欺の手口は年々巧妙
化しています。
「急いでいる」「他の人には言わ
ないように」などと言って、一人
で判断せざるを得ない状況に追い
込んだり、市役所職員や警察官を
名乗って信用を得ようとしたりしま
す。

最近では、「インターネットサイ
トの使用料が未払いです」などと
若者をターゲットにした詐欺も増え
ています。高額な場合だけでなく、
数千円、数万円の請求でも詐欺を
疑ってください。
他にも、身に覚えのない通知や
電話でのお金の要求、コンビニエ

ンスストアで電子マネーカードなど
を購入させてカードの番号を教える
ように仕向ける行為、ＡＴＭに行く
よう指示することなどは詐欺です。
まずは家族や警察、消費生活セ
ンターに相談してください。一人
で判断しない。これが詐欺から身
を守る最善の方法です。

相談先

一人で判断しないで、まずは相談を
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※ ＝問い合わせ先
Topic of kir ishima city まちの話題

夫婦生活50年分の感謝
カードに書いて、伝え“愛”

市
社会福祉協議会が主催する合同金婚式が10月
５日、市内のホテルであり、112組が結婚50年

の節目を祝いました。今回は市が「褒め合う」まちを
目指して進めるキリシマイスター活動の一環として、
全員にお互いを褒め合うカードを配布。50年分の感
謝の言葉が書き込まれ笑顔が広がりました。隼人町の
有村義弘さん（78）は妻・嶺子さん（74）に「人生をあな
たと乗り越えてきたことに感謝します」と書き、「初め
て文字で伝えられ、いい記念になった」と喜びました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

第
15
回

き
り
し
ま

美
術
大
賞
展

以
下
、き
り
し
ま
大
賞
以
外
の
特
別
賞
受
賞
者

【
自
由
部
門
】

鵜
木
ひ
ろ
子
、
桐
野
有
光
、
久
野
弥
生
、
瀬
戸

口
ム
ツ
子
、髙
橋
紀
美
子
、谷
口
隆
、土
寄
圭
子
、

本
田
廣
子
、山
元
い
づ
み（
以
上
霧
島
市
）、有
川

幸
一
、
片
下
由
紀
子
、
安
川
ス
ミ
エ（
以
上
鹿
児

島
市
）、上
原
喜
弘
、広
高
涼（
以
上
出
水
市
）、園

田
好
江（
枕
崎
市
）、
吐
師
良
子（
鹿
屋
市
）、
中

野
誠（
南
さ
つ
ま
市
）、二
見
千
恵
子（
宮
崎
市
）、

古
川
清
正（
都
城
市
）、平
藪
健（
佐
賀
市
）

【
テ
ー
マ
部
門
】

稲
満
香
、
鵜
木
ひ
ろ
子
、
大
堀
一
男
、
鬼
塚
順

子
、
久
野
弥
生
、
須
下
広
光
、
髙
橋
紀
美
子
、
竹

ノ
内
ス
エ
子
、谷
口
隆
、鶴
ヶ
野
玲
子
、中
村
恵
子
、

斜
木
隼
夫
、宮
竹
英
俊（
以
上
霧
島
市
）、塗
木
マ

サ
ミ
、安
川
ス
ミ
エ（
以
上
鹿
児
島
市
）、橋
口
典

美（
日
置
市
）、寺
澤
悦
子（
伊
佐
市
）、黒
木
賢
司
、

三
石
義
廣（
以
上
湧
水
町
）、寺
岡
由
雄（
都
城
市
）

【
高
校
生
特
別
部
門
】

川
俣
明
日
香
、冨
迫
志
織（
以
上
国
分
高
校
）、

平
山
栞
名（
加
治
木
高
校
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

●
幼
児
の
部（「
こ
」＝
認
定
こ
ど
も
園
）

お
ば
ま
は
な
、か
い
た
く
み
、ひ
ら
た
ゆ
な（
以

上
高
千
穂
保
）、
か
み
し
ん
ば
ら
ひ
な
た
、
や
ぎ

し
ょ
う
き（
以
上
新
光
こ
）、み
や
ざ
き
な
つ
き（
浄

光
こ
）、
う
え
む
ら
り
こ
、し
げ
ま
る
ひ
ろ
と（
以

上
陵
南
幼
）、さ
る
わ
た
り
あ
お
と
、に
い
は
ら
り

お（
以
上
ま
い
づ
る
こ
）、か
み
く
ぼ
あ
ゆ
ま（
国

分
幼
）、く
ろ
か
わ
ゆ
う
と
、ふ
く
と
く
ら
き（
国

分
海
の
風
こ
）、な
が
の
は
や
て
、よ
し
ざ
き
え
い

と（
以
上
重
久
保
）、は
ぎ
は
ら
み
く（
す
め
ら
保
）、

き
じ
ま
さ
な
、し
ょ
う
い
ち
お
う
か（
以
上
大
窪

保
）、
ま
え
だ
み
な
み（
大
田
幼
）、
い
わ
し
た
は

る
ひ
で（
牧
園
保
）

●
小
学
生
の
部

浜
田
雄
生（
川
原
）、
秋
葊
優
剛
、
今
村
仁
哉
、

柿
内
結
翔
、
慶
越
ゆ
め（
以
上
国
分
）、
二
宮
蓮
、

若
松
晄
来（
以
上
向
花
）、
原
田
怜
、
前
田
昂
映
、

南
耀
稀
、
八
ヶ
代
遵
太
朗
、
四
元
小
桜（
以
上
上

小
川
）、中
村
美
乃
莉（
国
分
西
）、田
村
遥
妃（
国

分
南
）、
今
島
南
海（
溝
辺
）、
西
吾
維
門
、
藤
田

羽
汰
、
渡
邉
蒼
生（
以
上
陵
南
）、
福
宿
仁
愛（
牧

園
）、
新
宅
千
柊
朗（
三
体
）、
安
藤
皇
輝
、
臼
﨑

飛
翔
、
東
ゆ
う（
以
上
大
田
）、
緒
方
暁
輝
、川
畑

龍
之
介
、鮫
島
の
り
か
、濵
田
琉
翔（
以
上
富
隈
）、

小
久
保
花
連
、濱
崎
響
希
、春
晏
慈（
以
上
宮
内
）、

岩
元
陽
聖
、
金
澤
優
梨
、
花
牟
禮
陽
太（
以
上
小

野
）、荒
木
優
李
、
新
村
友
基
、
新
村
奈
那
、望
月

琉
空（
以
上
日
当
山
）、立
和
田
由
伸
、名
越
朱
梨
、

名
越
光
璃（
以
上
福
山
）

●
中
学
生
の
部

上
野
颯
真
、冨
満
黎
來
、福
島
愛（
以
上
国
分
）、

井
上
希
寧
、柏
木
結
月（
以
上
国
分
南
）、池
澤
仁

那
、南
原
京
、山
口
梨
奈（
以
上
溝
辺
）、吉
村
蒼
里
、

四
本
丞
大（
以
上
霧
島
）、北
園
紫
苑
、木
場
乙
希
、

野
間
実
咲（
以
上
隼
人
）、
畝
地
陽
菜
、
今
島
果

音
、加
藤
こ
こ
ろ
、恒
吉
桜
、南
郷
優
良
、西
陽
平
、

八
木
美
咲（
以
上
日
当
山
）

◎�

問
＝
き
り
し
ま
美
術
大
賞
展
実
行
委
員
会

事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課
内
）☎

（
64
）０
７
１
０

自由部門115点、テーマ部門91点、ジュニア部門2,537点、高校生特別部門11点、計2,754点の応募があり、各部門
の最高賞「きりしま大賞」７点を含む特別賞130点、優秀賞22点、入選407点が選ばれました。ここでは特別賞以上の受
賞者を紹介します（敬称略）。その作品は、市ホームページに掲載しています。

ジュニア部門・幼児の部
『おかあさんとぼく』

のむら りおと（新光こども園）

ジュニア部門・小学生低学年の部
『にぎやかな青木神社』

森川 浩音（小野小）

ジュニア部門・小学生高学年の部
『はつうまさい』

竹之内 凛太郎（宮内小）

ジュニア部門・中学生の部
『旅行の思い出』
德永 沙羅（陵南中）

自由部門
『映る』

永吉 みさ子（伊佐市）

テーマ部門
『やまなみ』

竹田 実千代（霧島市）

高校生特別部門
『古窓から』

脇野 鈴花（国分高校）

きりしま美術展 検索

CIVIC NEWS

体育の日にスポーツを楽しむ

地
元産黒毛和牛などの焼き肉を食べて楽しむ満福
祭りが10月７日、あいら農協福山統括支店駐車

場であり、約300人がおいしい肉を堪能。ステージで
はカラオケ大会などもあり、大いに盛り上がりました。

伝統相撲で境内に笑顔あふれ

大
正時代に疫病による牛馬の流産防止を祈願した
のが始まりとされる伝統行事・牧

まき
神
がみ
相撲大会が

９月23日、霧島永水の牧神神社で開催。地元住民や小
学生ら約30人がまわし姿で取り組みを楽しみました。

明
治維新後、私財を投じて霧島田口の桂内集落を
開拓した薩摩藩家老・桂久

ひさ
武
たけ
の遺徳顕彰祭が10�

月７日、桂を祭る同地区の豊
とよ
受
うけ
神社であり20人が参加。

薩摩琵琶の調べと共に、先人の遺徳をしのびました。

黒毛和牛を食べて満
まん

“福
ぷく

”に 桂
かつら

内
う ち

開拓者の遺徳をしのぶ

霧
島スポーツまつりが10月８日、無料開放の国
分運動公園や武道館などで開催され、多くの来

場者が汗を流しました。剣道を体験した渡邉颯
そう
太
た
君（5）

は「楽しかった。またやりたい」と目を輝かせました。

きりしま
大賞
７点
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稲
作
・
お
茶
づ
く
り
・
果
樹
栽

培
が
盛
ん
な
地
域
に
あ
る
竹
子
小

学
校
は
、
今
年
で
創
立
１
３
７
年

を
迎
え
ま
し
た
。
校
舎
は
16
年
前

に
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
、
木
材

主
体
の
落
ち
着
い
た
学
習
環
境
で

す
。
教
室
は
冷
房
完
備
で
、
夏
で

も
快
適
に
学
習
で
き
ま
す
。

児
童
数
は
30
人
で
、
低
学
年
が

単
式
、
中
・
高
学
年
が
複
式
の
４

学
級
編
成
。
全
職
員
が
児
童
の
特

徴
を
理
解
し
て
い
る
の
で
、
一
人

一
人
に
合
わ
せ
た
対
応
が
可
能
で

す
。
学
習
の
定
着
が
不
十
分
な
場

合
、
個
別
に
補
充
指
導
を
行
い
ま

す
。
学
校
全
体
で
「
気
持
ち
の
よ

い
あ
い
さ
つ
」
に
取
り
組
み
、
み

ん
な
が
心
を
通
わ
せ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が“
家
族
”に

運
動
会
や
地
区
の
文
化
祭
な
ど

で
は
３
０
０
年
以
上
前
か
ら
地
域

に
伝
わ
る
竹
子
棒
踊
り
を
披
露
。

保
存
会
の
指
導
を
受
け
、
大
人
と

同
じ
振
り
付
け
で
踊
り
ま
す
。
４

人
１
組
で
息
を
合
わ
せ
て
踊
る
た

め
、
地
域
の
伝
統
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
学
べ
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
、
鹿
児
島
大
学
の

学
生
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

延
べ
４
日
間
、
勉
強
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
、
田
植
え
な
ど
を
一
緒

に
し
た
り
し
て
若
者
世
代
と
の
貴

重
な
交
流
が
で
き
ま
す
。
初
対
面

の
と
き
に
は
少
し
恥
ず
か
し
そ
う

な
児
童
も
、
次
第
に
打
ち
解
け
、

き
ょ
う
だ
い
の
よ
う
に
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
し
た
。

同
校
に
は
、
上
級
生
が
下
級
生

の
面
倒
を
見
て
、
下
級
生
は
上
級

生
を
慕
う
と
い
う
家
庭
的
な
雰
囲

気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

おいでよ

特認校とは、自然豊かな環境に恵まれ
た小規模校に、校区外から入学・通学
できる制度のことです。

竹
た か ぜ

子小学校　
在校生30人（うち特認生０人）
溝辺町竹子859
☎（59）2832

家族のような温かい雰囲気の中で学ぶ
何事にも全力を尽くし、明るいあいさつのできる子どもたちを育てます。

●❷

本 校は、温かな地域性と豊かな自然の中で、伸び
伸びと学べる学校です。「褒めるべきは褒め、叱

るべきは叱る。やるべきことはきちんとさせる」学校で
ありたいと考えています。子どもたちは優しい性格で、
新しい仲間もすぐに受け入れてくれるでしょう。学童
クラブも隣接していますので、お迎えも安心です。昨
年度から特認校になり、まだ特認生はいませんが、学
校や保護者みんなで心から歓迎します。

◎
竹
子
小
学
校　
校
長

鎌
田 

広
文
さ
ん（
54
）

と び っ き り の 「 生 き る 力 」が 育 め る

大学生との交流稲刈り体験一人一人に合わせた学習シイタケのコマ打ち体験

運動会で竹子棒踊りを披露

お
祝い事や法事で、家族や親戚
と大きな皿を囲んでカツオの

たたきを食べるのが楽しみでした」と
振り返るのは、溝辺町有川の上船弘美
さん（60）です。カツオの消費量が全
国１位の高知県出身。同県西部の四万
十市に小学５年まで住み、父・隆さん
がわらであぶり、母・玲子さんが味付
けしたカツオのたたきを食べて育ちま
した。
　同市で食べられているカツオのたた
きは、すりおろしたニンニクを皿に敷
き、切ったカツオを並べて塩を振り掛
け、手で軽くたたいてなじませてから
野菜を乗せて三杯酢を掛けるのが特徴
です。直径50cm程の大皿に料理を盛

り付ける同県の郷土料理「皿
さ
鉢
わち
料理」

の一つとして食べられています。「適
度な塩気とニンニクの香り、三杯酢の
さっぱりした味わいが食欲をそそりま
す」と話します。
　管理栄養士として定年まで福祉施設
で働いていた上船さん。今は地域の料
理教室などで講師を務めています。そ
こで両親から受け継いだ味を「たくさ
んの人においしく食べてほしい」と三
杯酢に砂糖とみりんを多めに入れて、
子どもからお年寄りまでむせ込まずに
食べられるよう工夫しています。
　鹿児島には無い味付けのカツオのた
たきは友人などにも好評で、近所の人
が「またあの味を食べたい」と自宅に

駆け付けることも。みんなで一緒に食
べると高知に住んでいた頃の「にぎや
かな宴席の様子がよみがえる」と懐か
しむ上船さん。生まれ故郷の味を受け
継ぎ、大皿の周りには家族や友人の笑
い声が響きます。

四
し

万
ま ん

十
と

風 “カツオの塩たたき”

〈材料〉（４人分）
ニンニク…４かけ、塩…
適量、あぶったカツオ…
400g、タマネギ…２個、
大葉…15枚、三杯酢（砂糖
…25g、みりん…25cc、酢
…75cc、しょうゆ…75cc）、
ユズの果汁…適量

〈作り方〉
①�ニンニクをすりおろして
皿全体に敷く。
②�あぶったカツオを好み
の大きさに切り、皿に盛
り付ける。

③�カツオに塩を適量振り
掛け、上から手で軽くた
たいてなじませる。
④�スライスしたタマネギと
千切りにした大葉を皿
に盛り付ける。
⑤�三杯酢を掛ける。好みで
ユズの果汁を加える。

FMきりしま
（周波数：76.9MHz）で、
この「思い出の味」を
鹿児島弁で紹介します。
◦�放送日時＝11月15日（木）午後３
時30分～、○再 11月16日（金）午前
10時30分～

◦�コーナー名＝「SHIKOと堀ちゃん
のかごっま弁で語いもんそぉ」

カツオの
塩たたき

上
うえ

船
ふね

 弘美さん（60）

溝辺町有川

Recipe
レシピ

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

�

Taste of m
em

ories
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代表者：代表取締役　諏訪園厚子
創　業：平成11年12月
資本金：600万円
売上高：５億３千万円（平成30年８月期）
従業員数（男／女）：15人（８人／７人）
平均年齢：37歳
有給休暇の平均取得日数：３日／年
月平均残業時間：1.5時間
育児休業取得率（男／女）：対象者なし（H30年度）
平成29年採用実績（新卒／それ以外）：２人（２人／０人）
初任給：14万円～ 16万円
勤務時間：7時間30分／ 1日、24時間シフト制（年間休日90日）

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
清
潔
感
あ
ふ
れ

る
客
室
。
米
国
企
業
と
共
同
開
発
し

た
快
眠
ベ
ッ
ド
。
全
室
無
料
Ｗワ

イｉ
－
Ｆフ

ァ
イｉ
導

入
な
ど
で
、
支
持
を
広
げ
る
の
が
大
手
ホ
テ

ル
チ
ェ
ー
ン
の
ア
パ
ホ
テ
ル（
東
京
）。
全
国

に
１
８
０
店
以
上
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ン
ド
力
と
経
営
手
法
を
他
ホ
テ
ル
に
提
供

す
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ（
Ｆ
Ｃ
）契
約
で
、
地

方
展
開
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

国
分
中
央
の
ア
パ
ホ
テ
ル
鹿
児
島
国
分
も

そ
の
一
つ
。
経
営
者
の
㈱
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
が
14
年

間
セ
ン
ト
ラ
ル
イ
ン
国
分
と
し
て
営
業
し
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
平
成
25
年

に
ア
パ
ホ
テ
ル
と
Ｆ
Ｃ
契
約
し
ま
し
た
。
同

ホ
テ
ル
の
業
績
は
全
国
の
ア
パ
ホ
テ
ル
Ｆ
Ｃ

39
店
の
中
で
も
常
に
上
位
。
そ
の
原
動
力

は
、
良
い
仕
事
に
気
付
い
た
際
に
社
員
同
士

で
褒
め
合
う「
サ
ン
ク
ス
カ
ー
ド
」。
15
年
前
、

独
自
に
導
入
し
て
か
ら
職
場
の
風
通
し
が
良

く
な
り
、
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
笑
顔
が
似
合
う
の
が
、
入
社
４
年

目
で
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
担
当
す
る
吉
原
友
樹

さ
ん（
22
）で
す
。「
洗
練
さ
れ
た
振
る
舞
い

が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
」
と
国
分
中
央
高
校
時

代
、
部
活
の
遠
征
先
の
ホ
テ
ル
マ
ン
に
憧
れ

る
よ
う
に
。
高
校
３
年
の
時
に
求
人
が
あ
っ

た
同
社
を
受
け
ま
し
た
。

定
期
的
に
派
遣
さ
れ
る
本
社
社
員
か
ら
、

業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
接
客
を
直
接
学
べ
る

こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
、「
高
い
質
を
求
め

ら
れ
る
礼
節
、
身
だ
し
な
み
、
発
声
な
ど
は

人
と
し
て
社
会
人
と
し
て
、
一
生
の
財
産
に

な
り
ま
す
。
シ
フ
ト
制
の
勤
務
が
不
安
で
し

た
が
、
夜
勤
で
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
意
外

と
平
気
。
趣
味
に
没
頭
で
き
る
夜
勤
明
け
の

休
み
が
一
番
の
楽
し
み
」
と
満
足
そ
う
。

夜
勤
は
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
一
日
の
売
り
上

げ
管
理
、
酔す

い

客き
ゃ
くの
対
応
、
翌
朝
の
清
掃
指
示

と
多
忙
。
そ
れ
で
も
「
ま
た
来
る
よ
」
の
客

の
笑
顔
を
一
番
の
糧
に
し
て
い
ま
す
。

連
休
は
客
の
４
割
を
外
国
人
が
占
め
、
観

光
地
・
霧
島
を
実
感
す
る
こ
と
も
。「
苦
手
な

英
語
も
今
は
笑
顔
と
誠
意
で
カ
バ
ー
。
い
つ

か
理
想
の
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
り
た
い
」。
あ

の
時
の
憧
れ
を
誰
か
に
抱
か
れ
る
日
が
来
る

こ
と
を
夢
見
て
、
今
日
も
笑
顔
が
輝
き
ま
す
。

ワーク
vol.17

◦場所＝国分中央3-15-3　◦�営業時間＝午後6時～ 11時
◦店休日＝日曜　◦駐車場＝無し
問＝やきとり大政  ☎（45）4401

やきとり大政

国内大手の洗練されたサービスと部屋を提供。

霧 島市にはおいしい居酒屋がたくさんあり、市外の宿泊客からよく
尋ねられます。焼酎好きな私のお勧めは、国分中央の「やきとり大

政」さん。35年続く人気店で、「国分の居酒屋と言ったらここ」という人も
多いのでは。今年６月、焼き場が見えるコの字型のカウンターを中央に据
えた開放的な店内に生まれ変わり、奥の座敷まで合わせて約40席あります。

人気の秘密は何といっても、一人300円の焼酎飲み放題。おかみの松田
ヨシ子さん（写真左）が「安い価格でおいしい焼酎をたくさん飲んでほしい」
と、時間制限を設けず創業当時から値段もそのままにしています。

１日に約25種600本、１本ずつ丁寧に仕込む焼き鳥も絶品。一つ一つ
の身が大きいのが魅力的で、おかみと若おかみ・知子さん（写真右）の笑顔
がさらに味を引き立ててくれます。

OFF

お勧め

国分中央3-41-23　☎0995（47）5588
㈱SWAN（アパホテル鹿児島国分）

市ホームページで、
こ の コ ー ナ ー の
バックナンバーを
ご覧いただけます。
➡

取材協力企業

0 222
420

618

816

1014

1212

1410

168

186

204
222 24

睡眠

朝食、家事

調理、夕食

昼食、仮眠
昼食

趣味

余暇、準備

入浴、余暇

勤務勤務

勤務

仮眠
夜
食

2日間の
タイム

テーブル Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
㈱　
フ
ロ
ン
ト
業
務
担
当

吉
原 

友
樹
さ
ん（
22
）

姶
良
市
出
身
。
国
分
中
央
高
校
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
卒
業
。
平

成
27
年
入
社
。
趣
味
は
Ｄ
Ｉ
Ｙ（
日
曜
大
工
）と
釣
り
。
妻
・

子
ど
も
２
人
と
４
人
暮
ら
し
。
隼
人
町
在
住
。

ON

霧島市にはたくさんの企業があり、

そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第17回は㈱S
ス ワ ン

WAN（アパホテル鹿児島国分）の

吉原友
ゆう

樹
き

さん（22）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で

働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

仕事で身に付ける
接客は

プライベートでも
大活躍です。

アパホテル鹿児島国分 検索
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今
年
は
明
治
維
新
か
ら
百
五
十
年
の
節
目

の
年
で
す
。
今
回
は
日
本
の
近
代
化
の
象
徴

の
一
つ
で
、
交
通
と
産
業
を
飛
躍
的
に
発
展

さ
せ
た
鉄
道
の
歴
史
と
、
明
治
三
十
六（
一

九
〇
三
）
年
に
開
通
し
た
肥
薩
線（
旧
鹿
児

島
本
線
）を
紹
介
し
ま
す
。

世
界
と
日
本
の
鉄
道
史

十
八
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の

産
業
革
命
の
中
で
、
後の

ち

に
鉄
道
を
飛
躍
的
に

進
歩
さ
せ
る「
蒸
気
機
関
」
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
世
界
で
初
め
て
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
鉄

道
営
業
が
始
ま
っ
た
の
は
一
八
二
五
年
、
イ

ギ
リ
ス
の
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
で
、
距
離
は
約
四

十
㌔
で
し
た
。
主
に
重
量
が
あ
る
石
炭
を
輸

明
治
維
新
と
霧
島 

そ
の
❼

明
治
維
新
と
鉄
道

◦
明
治
十
五（
一
八
八
二
）年　
　

三
七
六
㌔

◦
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年　

三
一
〇
七
㌔

◦
明
治
三
五（
一
九
〇
二
）年　

六
九
一
四
㌔

◦
大
正　

元（
一
九
一
二
）年
一
一
四
二
五
㌔

◦
平
成
三
〇（
二
○
一
八
）年
二
七
七
九
〇
㌔

鹿
児
島
本
線
開
通
と
技
術
変
革

鹿
児
島
本
線
は
明
治
二
十
二（
一
八
八
九
）

年
の
博
多
－
千ち

と
せ歳
川が

わ（
筑
後
川
）
仮
停
車
場

間
の
開
業
以
来
、
南
九
州
へ
と
延
び
て
い
き

ま
し
た
。
八
代
－
鹿
児
島
間
は
国
防
上
、
内

陸
を
通
る
人
吉
経
由
が
採
用
さ
れ
、
明
治

三
十
二
年
に
鹿
児
島
－
国
分（
現
隼
人
）
間
、

明
治
三
十
六
年
に
国
分
－
吉
松
間
、
明
治
四

十
一
年
に
八
代
－
人
吉
間
、
翌
年
の
明
治
四

十
二（
一
九
〇
九
）
年
に
吉
松
－
人
吉
間
が

開
通
し
た
こ
と
で
、
門も

司じ

－
鹿
児
島
間
が
全

線
開
通
し「
鹿
児
島
本
線
」と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
鉄
道
の
整
備
は
急
速
に
進
め

ら
れ
、
工
事
に
は
海
外
の
最
新
技
術
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。九
州
最
古
級
の
嘉
例
川
駅（
隼

人
町
）と
大
隅
横
川
駅（
横
川
町
）の
駅
舎
の

屋
根
に
は
、
日
本
古
来
の
和
小
屋
組
み
よ
り

送
し
、
石
炭
よ
り
軽
い
旅
客
輸
送
は
線
路
上

を
走
る
馬
車
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
鉄

道
で
採
用
さ
れ
た
レ
ー
ル
幅
の
四
フィート
八
インチ

（
一
四
三
五
㍉
）は
国
際
標
準
軌
間
と
な
っ
て

お
り
、
日
本
で
は
新
幹
線
な
ど
が
採
用
し
て

い
ま
す
。（
主
な
在
来
線
の
レ
ー
ル
幅
は
一

〇
六
七
㍉
）

日
本
初
の
蒸
気
機
関
車
は
、
嘉
永
六（
一

八
五
三
）
年
に
長
崎
に
入
港
し
た
ロ
シ
ア
の

軍
艦
に
積
ん
で
い
た
模
型
で
し
た
。
翌
年
に

は
二
度
目
の
来
日
と
な
っ
た
ペ
リ
ー
提
督
が
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
か
ら
将
軍
へ
の
献
上
品
と

し
て
持
参
し
た
模
型
蒸
気
機
関
車
の
走
行
を

横
浜
で
実
演
し
ま
し
た
。

実
質
的
な
鉄
道
の
営
業
は
明
治
五（
一
八

七
二
）年
九
月
に
新
橋
－
横
浜
間
で
始
ま
り
、

市
民
に
も
大
人
気
で
し
た
。
物
資
の
高
速
・

大
量
輸
送
を
実
現
す
る
鉄
道
は
日
本
の
近
代

化
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
、１※

総
営
業
距

離
を
延
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

安
定
性
が
高
い
ト
ラ
ス
工
法（
三
角
形
の
集

合
体
）が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

久く

留る

味み

川
を
横
断
す
る
土
橋
の
２※

開か
い

渠き
ょ

は
、

レ
ン
ガ
を
用
い
た
長
さ
約
八
十
㍍
の
ト
ン
ネ

ル
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と

に
完
成
し
て
百
年
以
上
の
間
、
幾
多
の
大
雨

や
増
水
で
流
木
な
ど
が
流
れ
て
き
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
開
渠
の
入
口（
上
流
側
）
付
近
の

レ
ン
ガ
に
破
損
し
た
痕
跡
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
開
渠
の
手
前
の
川
床
に
設
け
ら
れ

た
仕
掛
け（
く
ぼ
み
）
が
増
水
の
際
に
大
き

な
渦
を
作
り
、
そ
の
渦
が
流
木
の
流
れ
を
開

渠
の
入
口
に
対
し
て
垂
直
に
変
え
、
壁
面
に

ぶ
つ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
明
治
維
新
と
い
う
大
き
な
変

革
の
中
で
、
海
外
の
確
か
な
技
術
を
吸
収
し

て
い
っ
た
日
本
。
こ
れ
ら
の
技
術
の
積
み
重

ね
が
近
代
化
の
推
進
力
と
な
り
、
肥
薩
線
か

ら
も
そ
の
こ
と
が
大
き
く
見
て
取
れ
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

人吉市SL展示館（JR肥薩線矢
や

岳
たけ

駅）に保存
されている蒸気機関車（熊本県人吉市提供）

久留味川の開渠。入口付近がほとんど無傷
で、手前には渦が確認できる

※
１　
私
鉄
も
含
む
。

※
２　
鉄
道
の
下
を
横
切
る
水
路
。

女性検診（12月分）
乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診、乳房超音波検診
20歳以上の女性の市民が対象で、検診日の１カ月前ま
での予約が必要です。検診スタッフは全て女性で、検診場
所に来る検診車で実施します。
◦�期日／場所＝17日（月）～ 21日（金）／国分保健センター
�申�＝インターネット、相良病院  ☎099（224）1821、ヘルス

サポートセンター鹿児島  ☎099（267）6292

※�料金などの詳細は、広報きりしま平成30年4月号をご覧
ください。

問＝�健康増進課  ☎（64）0905、すこやか保健センター  
☎（42）1178

女性検診の予約はお済みですか。予約をしないと通知は届きません。

インターネットでの
申し込みはこちらから
霧島　女性検診 検索

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

日/曜日 診 療 科 目 地　区 病院名 電　話

２日 
（日）

内科 牧 園 霧島桜ケ丘病院 78 － 3135
内科小児科 隼 人 永山医院 42 － 0109
産婦人科 国 分 前田産婦人科クリニック 46 － 6800
内科 姶良市 吉留クリニック 52 － 1111
小児科 姶良市 帖佐こどもクリニック 66 － 1800
整形外科 姶良市 荒武整形外科クリニック 64 － 5111
眼科 姶良市 西眼科医院 62 － 2526

９日 
（日）

内科 隼 人 たぐち内科医院 42 － 0320
小児科 国 分 きたはらこどもクリニック 64 － 0677
外科 隼 人 福山外科医院 42 － 2363
眼科 隼 人 椎原眼科医院 43 － 1050
内科 姶良市 加治木温泉病院 62 － 0001
脳外科内科外科 姶良市 青雲会病院 66 － 3080
内科 湧水町 前田医院 74 － 5001

16日 
（日）

内科小児科 溝 辺 佐藤医院 59 － 2607
内科 隼 人 隼人温泉病院 42 － 2151
小児科 国 分 こうの子どもクリニック 47 － 1211
外科 隼 人 隼人クリニック 43 － 5511
内科 姶良市 あいら糖尿病・甲状腺クリニック 73 － 8801
泌尿器科 姶良市 川原泌尿器科クリニック 64 － 5181
眼科 姶良市 青雲会病院眼科 66 － 3080
内科小児科 湧水町 林内科医院 75 － 2047

23日 
（日）

内消呼吸器科 横 川 伊東内科クリニック 72 － 9088
内リハ神経内科 隼 人 きりしま内科リハビリクリニック 64 － 2222
脳神経外科 国 分 井料クリニック 46 － 9300
内科 姶良市 野元内科医院 65 － 2015
内科外科小児科 姶良市 伊地知医院 52 － 0027
小児科 姶良市 あいら小児科 66 － 0115
眼科 姶良市 たかひろ眼科 55 － 6000

24日 
（月）

内科小児科 国 分 梶原内科 47 － 3363
整形外科 国 分 はやと整形外科分院 73 － 5454
眼科 国 分 高倉眼科 47 － 7300
内科 姶良市 加治木中央クリニック 63 － 8800
小児科 姶良市 立花こどもクリニック 73 － 3888
皮膚科 姶良市 前田皮膚科 65 － 1015
内科循環器科 湧水町 田代医院 74 － 2075

29日 
（土）

内科 国 分 はやし内科クリニック 47 － 7611
外科胃腸科 国 分 国分なかむらクリニック 45 － 3333

30日 
（日）

内循小児科 国 分 鵜木医院 45 － 0011
内科小児科 牧 園 大庭医院 76 － 1984
小児科 国 分 ふたばクリニック小児科皮膚科 57 － 5555
脳神経外科 隼 人 隼人脳神経外科 73 － 5353
内科循環器科 姶良市 こまき内科循環器科クリニック 67 － 8899
眼科 姶良市 姶良みやもと眼科 62 － 1010
耳鼻咽喉科 姶良市 でぐち耳鼻咽喉科 67 － 3342

31日 
（月）

内科 牧 園 霧島桜ケ丘病院 78 － 3135
泌尿器科内科 隼 人 たまいクリニック 42 － 7300
小児科 国 分 いかりこどもクリニック 48 － 5858
耳鼻咽喉科 国 分 みみ・はな・のどとしクリニック 46 － 4987
内呼循環器科 姶良市 河俣内科 67 － 8005
脳神経外科 姶良市 ながた脳神経外科 67 － 7500

◎原則として往診はしません。
◎診療時間は午前９時〜午後５時。（眼科は午前９時〜午後１時）
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡の上、受診してください。

姶良地区医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（12月）

◎開局時間は午前９時〜午後５時。
※�９日（日）ニック調剤薬局はやと店、24日（月）ひま
わり薬局は、 午前９時～午後１時。29日（土）～
31日（月）隼人薬局は午前９時～午後10時。

◎日曜・祝日薬局日程表（12月）
姶良地区薬剤師会

日/曜日 地区 薬　局　名 電　話

２日（日）牧園 さくらの杜薬局 78－8282

９日�
（日）

国分 ニック調剤薬局国分西店 56－7577

隼人 ニック調剤薬局はやと店 73－4760

16日�
（日）

国分 みほし薬局 48－5840

溝辺 ケーアイ調剤薬局溝辺店 59－1555

隼人 とざか薬局隼人店 64－2270

隼人 わかば調剤薬局 43－5430

23日�
（日）

国分 ハッピー薬局国分広瀬店 46－9082

横川 タイガー薬局 64－6700

隼人 けやき薬局 44－7001

24日�
（月）

国分 ハート薬局 46－1910

国分 カイト薬局 73－6376

国分 ひまわり薬局 48－5520

29日�
（土）

国分 なのはな薬局 45－3305

国分 きぼう薬局 73－7162

隼人 隼人薬局 43－0002

30日�
（日）

国分 おおぞら薬局 57－6220

牧園 寺脇薬局 76－2008

隼人 隼人薬局 43－0002

31日�
（月）

国分 かりん薬局 48－5670

国分 きらら薬局 47－5656

牧園 さくらの杜薬局 78－8282

隼人 隼人薬局 43－0002

休日歯科救急診療
⃝�時間＝午前９時～午後３時
⃝��場所＝姶良地区歯科医師会館口腔保健セン
ター（空港近く）

問＝姶良地区歯科医師会  ☎（58）4388

小児科・内科 夜間救急診療
⃝��月～金曜＝午後７時30分～ 10時30分
⃝�土曜・日曜・祝日＝午後６時30分～９時30分
問�＝霧島市立医師会医療センター  ☎（42）1171
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１
７
１
㌢
の
長
身
を
生
か
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
走
り
で
ト
ラ
ッ

ク
を
駆
け
抜
け
て
い
く
の
は
京
セ
ラ
女
子
陸
上
競
技
部
の
山
ノ

内
み
な
み
さ
ん（
25
）。
８
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア

大
会
の
女
子
５
０
０
０
㍍
に
日
本
代
表
と
し
て
初
出
場
し
、
６
位
入
賞
。

10
月
の
全
日
本
実
業
団
対
抗
女
子
駅
伝
予
選
会
で
は
10
人
抜
き
の

快
走
で
京
セ
ラ
の
２
位
に
貢
献
し
ま
し
た
。福
島
県
出
身
の
元
市

民
ラ
ン
ナ
ー
で
昨
年
８
月
、京
セ
ラ
に
入
社
。わ
ず
か
１
年
で
市
民

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
日
本
長
距
離
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
へ
と
飛
躍
し

ま
し
た
。「
本
格
的
な
陸
上
競
技
の
指
導
は
入
社
し
て
か
ら
初
め

て
受
け
た
」と
話
す
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。

「
小
さ
い
頃
か
ら
と
に
か
く
走
る
の
が
好
き
だ
っ
た
」と
話
す
山

ノ
内
さ
ん
。中
学
校
で
陸
上
部
に
入
り
ま
す
が
、指
導
者
も
長
距

離
を
走
る
部
員
も
お
ら
ず
、一
人
で
練
習
を
続
け
ま
し
た
。陸
上
部

の
無
い
通
信
制
高
校
に
進
学
後
も
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、山

道
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
や
１
０
０
㌔
以
上
走
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
市
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
を
企
画
・
実
施
す
る
会

社
で
働
き
な
が
ら
競
技
を
続
け
ま
し
た
が
、自
己
流
の
走
り
方
が

足
に
負
担
と
な
り
、度
重
な
る
け
が
で
会
社
を
退
職
。全
国
各
地

の
病
院
を
回
り
、３
年
を
超
え
る
リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

「
走
り
た
く
て
も
走
れ
な
い
苦
し
い
時
期
で
し
た
。生
活
を
支
え
て

く
れ
た
両
親
に
感
謝
」と
振
り
返
り
ま
す
。

け
が
も
回
復
に
向
か
っ
た
昨
年
１
月
に
「
環
境
を
変
え
よ
う
」

と
決
意
し
ま
す
。北
京
五
輪
や
世
界
陸
上
な
ど
に
マ
ラ
ソ
ン
で
出

場
し
、同
郷
で
「
福
島
の
ヒ
ー
ロ
ー
」と
話
す
京
セ
ラ
監
督
の
佐
藤

敦あ
つ

之し

さ
ん（
40
）に
手
紙
を
出
し
て
入
部
を
直じ

き

訴そ

。競
技
人
生
を
懸

け
て
「
背
水
の
陣
で
臨
み
ま
す
」と
書
き
つ
づ
り
ま
し
た
。練
習
生

と
し
て
合
宿
に
も
参
加
し
、そ
の
熱
意
が
伝
わ
り
７
カ
月
後
に
入

社
。当
初
は
南
国
・
鹿
児
島
の
暑
さ
に
慣
れ
ず
苦
し
み
ま
す
が
、佐

藤
さ
ん
の
指
導
の
下
、つ
ま
先
か
ら
バ
ラ
ン
ス
良
く
着
地
す
る
走

り
方
へ
の
修
正
に
取
り
組
み
、け
が
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

「
全
力
で
走
れ
る
こ
と
が
幸
せ
」と
目
を
輝
か
せ
る
山
ノ
内
さ
ん
。

チ
ー
ム
で
の
練
習
も
新
鮮
で
「
自
分
を
追
い
込
め
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
話
し
ま
す
。指
導
者
や
一
緒
に
戦
う
仲
間
の
存
在
が
１
年
間

で
山
ノ
内
さ
ん
を
急
成
長
さ
せ
ま
し
た
。佐
藤
さ
ん
も
「
潜
在
能

力
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。も
っ
と
上
を
目
指
す
に
は
ハ
ー
ド
な
練
習

を
ど
れ
だ
け
積
め
る
か
次
第
」と
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待
し
ま
す
。

「
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
結
果
で
恩
返
し
し
た
い
」と
話
し
、

東
京
五
輪
で
「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
こ
と
が
目
標
」と
意
気
込

む
山
ノ
内
さ
ん
。遅
れ
て
来
た
新
星
が
ま
ぶ
し
い
光
を
放
ち
ま
す
。

Vol.137THE SCENE

霧島に生きる

南
の
地
で
輝
く
新
星

山ノ内 みなみさん（25）
福島県郡山市出身。今年４月の国際大会で
5000mの自己ベストを30秒更新する15分21
秒31を記録し、日本人トップの４位に。６月の
日本選手権でも３位に入り、８月のアジア大会
の日本代表に初選出。趣味は疲労回復を兼ね
た温泉巡り。国分在住。

京セラ女子陸上競技部が出場
全日本実業団対抗女子駅伝

⃝�放送局＝ＭＢＣ（ＴＢＳ系列にて全国放送）
⃝�放送日程＝�11月25日（日）�

午前11時50分～午後２時54分
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世 界 に ひ ら く 、 人 と 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 が ふ れ あ う 都 市 を 目 指 し て

霧
島
市
は
、
進
む
べ
き
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
10
年
間
を
期
間

と
す
る
「
第
二
次
霧
島
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
基
本
方
針
の
概
要
を
６
回

に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。
最
終
回

は
「
市
民
と
つ
く
る
協
働
と
連
携

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
た

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
担

い
手
不
足
、
個
人
の
価
値
観
・
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う
市

民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
な

ど
に
よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行

政
だ
け
で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
人
権
尊
重
の

観
点
で
市
民
一
人
一
人
が
多
様
な

考
え
方
を
認
め
合
い
、
地
区
自
治

公
民
館
・
自
治
会
や
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
相
互
の
役
割
を
補
い

合
う「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
国
内
外

の
姉
妹
都
市
な
ど
と
交
流
す
る
こ

と
で
相
互
理
解
を
深
め
、
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

まちの未来予想図Ⅱ●
第 二 次 霧 島 市 総 合 計 画 が 決 ま り ま し た

「きょうどう」　市民とつくる協働と連携のまちづくり

移
住
・
定
住
・
交
流

広
域
連
携
が
発
展
の
鍵

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
街
地
に

人
口
が
集
中
す
る
一
方
で
、
そ
れ

以
外
の
地
区
で
の
人
口
減
少
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
を
元
気
に
す
る
人
材
の
育
成
や

移
住
・
定
住
の
促
進
、
交
流
人
口

の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
み
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
今
後
、
ユ

ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を

視
野
に
、自
然
保
護
・
教
育
・
防
災
・

観
光
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
た
活
動

を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
環
霧
島

会
議
や
錦
江
湾
奥
会
議
な
ど
の
広

域
行
政
の
推
進
、
企
業
や
学
術
・

金
融
機
関
な
ど
と
の
積
極
的
な
連

携
を
図
り
ま
す
。

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動

し
た
戦
略
的
・
施
策
横
断
的
な
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
市

民
と
つ
く
る
協
働
と
連
携
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

以
上
、
６
回
に
わ
た
り
紹
介
し

た
本
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
10
年

の
市
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

I N T E R V I E W

約 70人が参加する地区の敬老会に地区活性化
事業補助金を活用。数万円の補助を受けら

れるおかげで、隼人中の吹奏楽部や認知症対策の
寸劇など地域外から招いた方々にお礼ができ、貴
重な学びや楽しみの場になっています。地域の集い
は、住民が顔を合わせ地域の課題や楽しみを共有
できる場所。積極的に参加してほしいですね。

「に ぎ わ い」　産業の活力があふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり
「く　ら　し」　みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり
「や さ し さ」　誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり
「は ぐ く み」　社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり
「し ん ら い」　信頼される行政経営によるまちづくり

これからのまちづくりは、行政だけでなく住民や地域、企業などがさまざま
なまちの課題について共に考え、共有し、行動していくことが重要です。

そこで総合計画では、皆さんの取り組みの具体的なヒントになるよう、各施
策に「みんなができること」を明記しました。一人一人が小さな行動を起こせば、
この計画が目指す「まちの将来像」を実現する大きな力となります。

（例）今回の施策1に対して
＜市　民＞
◦�自治会に加入しましょう。
◦�自治会活動、地域のイベントに主体的に参加し、地域の交流の輪を広げましょう。
◦�講座やイベントなどへの参加を通じ、国際・国内交流の輪を広げましょう。
＜地　域＞
◦�住民がまちづくり活動に参加しやすい環境をつくりましょう。
＜事業者など＞
◦�地域で活動するさまざまな団体や行政と連携を図りながら、身近
な地域課題の解決に取り組みましょう。

問＝企画政策課  ☎（64）0914

シリーズ
❻

地区自治公民館・自治会や企業・Ｎ
ＰＯなどさまざまな主体が、適切な
役割分担の下に連携し、相乗効果を
高めながら、地域への愛着を深める
ことで、暮らしやすく、魅力ある地
域社会の形成を目指します。
市国際交流協会や関係団体などと
連携・協働しながら、多くの市民の
参加により、姉妹都市をはじめとす
る国内外の都市との多彩な交流を進
めるとともに、国際感覚を身に付け、
世界で活躍できる人材の育成に積極
的に取り組みます。

施
策
１

本市では、国分・隼人地区の市街
地以外では人口減少が進行し、一部
の地域では自治会の役員、伝統行事
の継承、共有財産の管理など、地域
を維持するための担い手が不足して
いる状況です。
そのため、地域や関係機関と連携

し、地域に居住している人たちが地
域そのものに誇りを持つ意識の醸成
を図るとともに、地域と関わりを持
つ外部の人材の確保や移住定住を促
進することで、個性豊かで活力のあ
る地域社会の形成を目指します。

施
策
３

学校でのいじめ、子ども・高齢者・
障がい者への虐待、ＤＶ、部落差別、
認知症・障がい者・難病の人への差別
など、市民生活にはさまざまな人権
問題が存在しています。また、女性
の社会参画は進みつつあるものの、
十分に浸透しているとは言えない状
況です。
そのため、一人一人が互いに人権

を尊重し、国籍・年齢・性別の違い、
障がいの有無などにかかわらず、多
様性を認め合いながら、生き生きと
輝き暮らせるまちを目指します。

人権の尊重と
男女共同参画の推進

施
策
２

多様化・高度化する市民ニーズに
対して、効率的で効果的なサービス
を提供するため、市民や産学官など
が一体となって課題解決に取り組む
ほか、自治体の境界を越えた広域的
な連携を推進します。
霧島ジオパークを構成する地域の
持続可能な発展を目指し、ユネスコ
世界ジオパーク認定に向けた活動を
推進するとともに、SNSなどによる
情報発信の強化など、市民と一体と
なったまちづくりと魅力の発信に取
り組みます。

市の魅力と価値を高める
多角的施策の展開

施
策
４

みんなが
できること

6つの
基本方針

活力ある
地域づくりの推進

◎
小
野
地
区
自
治
公
民
館
長

林 

慶
藏
さ
ん（
70
）

市
は
、
地
区
自
治
公
民
館
や
自
治
会
な
ど
が
地
域
活
性
化
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
費
用
を
支
援
す
る「
地
区
活
性
化
事

業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
地
区
の
高
齢
者
支
援
と
な
る
敬
老
会

の
ほ
か
、住
民
の
健
康
増
進
や
地
区
の
環
境
美
化
、伝
統
行
事
の
継
承・

保
存
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
に
対
し
て
必
要
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

�問
＝
市
民
活
動
推
進
課 

☎（
64
）０
９
８
８

市民参画でつながる
地域社会の形成

最終回

地域内外の協力で盛り上がる、小野地区自治公民館の敬老会

総合計画の詳細は
こちらから
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お
知
ら
せ

防
災
行
政
無
線
の

全
国
一
斉
自
動
試
験
放
送

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

切
迫
し
た
事
態
が
発
生
し
た
と
き

に
国
か
ら
住
民
へ
自
動
的
に
緊
急

情
報
を
伝
達
す
る
「
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」

の
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

試
験
放
送
で
す
の
で
特
別
な
対
応

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど

に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

⃝
�

放
送
日
時
＝
11
月
21
日（
水
）

午
前
11
時
ご
ろ

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

市
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◦�

11
月
27
日（
火
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

12
月
４
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

12
月
５
日（
水
）～
７
日（
金
）／

本
会
議
（
一
般
質
問
）

※環霧島会議は、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で  構成され、県境を越えて連携し、地域活性化を図ります。錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

め
た「
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
」ツ
リ
ー

を
設
置
し
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

前
大
型
テ
レ
ビ
で
は
関
連
作
品
を

上
映
し
ま
す
。

暴
力
は
加
害
者
、
被
害
者
の
間

柄
や
性
別
を
問
わ
ず
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、

暴
力
の
な
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

長
期
使
用
す
る
製
品
の

安
全
点
検
制
度

石
油
給
湯
器
、
石
油
風
呂
が

ま
、
ビ
ル
ト
イ
ン
式
電
気
食
器
洗

機
、
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
、
ガ
ス
風

呂
が
ま
な
ど
、
消
費
者
自
身
に
よ

る
点
検
が
難
し
い
製
品
は
、
国
か

ら
「
特
定
保
守
製
品
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
製
品
メ
ー
カ
ー
に
所

有
者
登
録
す
る
と
、
適
切
な
時
期

に
点
検
通
知
が
届
く
の
で
、
安
全

の
た
め
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

当
制
度
を
か
た
っ
て
不
要
な
買

い
替
え
や
修
理
を
勧
め
る
悪
質
商

法
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎

１
８
８
、
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
64
）０
９
６
４

１
月
17
日（
木
）

※�

入
札
書
は
当
日
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
市
土
地
開
発
公
社
☎（
42
）

２
０
２
３

き
り
し
ま
四
季
彩
カ
レ
ン
ダ
ー

き
り
し
ま
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
過
去
の
入
賞
作
品
（
約
６
５
０

点
）
の
中
か
ら
12
点
を
厳
選
し
、

「
２
０
１
９
き
り
し
ま
四
季
彩
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

⃝
�

料
金
＝
１
０
０
円
（
税
込
）

⃝
�

販
売
場
所
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課
、
ま
ほ
ろ
ば
の
里
、
市
観

光
協
会
（
霧
島
神
宮
案
内
所
）、

錦
灘
酒
造
（
バ
レ
ル
バ
レ
ー
）、

坂
田
金
時
堂
、
大
坪
茶
舗
、
霧

島
温
泉
市
場
内
こ
だ
わ
り
市
場

◎�

�問
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

れ
が
あ
り
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
違
反
す
る
と
５
年
以
下

の
懲
役
か
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ご
み
の
処
分
は
、
ル
ー
ル
に

従
っ
て
適
正
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
土
地
の
管
理

自
分
の
土
地
は
自
分
で
管
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を

捨
て
ら
れ
に
く
い
環
境
に
す
る
た

め
、
草
を
刈
っ
た
り
ロ
ー
プ
を

張
っ
た
り
し
て
対
策
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

■
不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
ら

不
法
投
棄
者
の
特
徴
や
車
の
ナ

ン
バ
ー
な
ど
を
警
察
や
市
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
監
視
の
目
を
光

ら
せ
、
不
法
投
棄
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

６
１

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」期
間
で
す
。
期
間
中
、シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
パ

ネ
ル
の
展
示
や
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
そ
う
と
い
う
願
い
を
込

◦�

12
月
26
日（
水
）／
本
会
議
最
終

日（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

市
土
地
開
発
公
社
の

保
有
地
を
売
却

⃝
�

入
札
日
時
＝
１
月
31
日（
木
）午

前
10
時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
市
土
地
開
発
公
社

⃝
�

売
却
す
る
土
地

⃝
�

公
簿
の
方
法
＝
一
般
競
争
入
札

⃝
�

申
込
期
間
＝
12
月
３
日（
月
）～

野
焼
き
は
迷
惑
行
為
で
す

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
屋
外
で

焼
却
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

風
で
臭
い
が
洗
濯
物
に
付
い
た

り
、
窓
を
開
け
ら
れ
な
か
っ
た
り

す
る
な
ど
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
る

こ
と
が
あ
り
、
多
く
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
認
め
ら

れ
ま
す
が
、
良
好
な
近
所
付
き
合

い
の
た
め
、
十
分
な
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
野
焼
き
が
認
め
ら
れ
る
例

◦�

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
ず
行
う
焼
却

◦�

た
き
火
な
ど
日
常
生
活
を
営
む

上
で
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

◦�

鬼
火
た
き
な
ど
の
風
俗
習
慣
上
、

宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
焼
却

◦�

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た

は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

※�

雑
草
や
落
ち
葉
な
ど
も
焼
か
ず

に
、
な
る
べ
く
燃
え
る
ご
み
袋

に
入
れ
て
収
集
日
に
出
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

☎（
64
）０
７
１
０

裁
判
員
・
検
察
審
査
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
ら

裁
判
員
は
、
刑
事
裁
判
に
参
加

し
裁
判
官
と
共
に
判
決
内
容
を
決

め
、
検
察
審
査
員
は
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
が
妥
当
で
あ
る
か
審
査

し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
20
歳

以
上
で
選
挙
権
が
あ
る
県
民
の
中

か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
候
補
者
に
選
ば

れ
た
人
は
、11
月
中
旬
ご
ろ
に「
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◎�

�問
＝【
裁
判
員
】鹿
児
島
地
方
裁

判
所
刑
事
部
裁
判
員
係
☎
０
９

９（
２
２
２
）７
１
５
７
、【
検

察
審
査
員
】
鹿
児
島
検
察
審
査

会
事
務
局
☎
０
９
９（
８
０
８
）

３
７
１
９

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ど

を
根
絶
す
る
た
め
、
県
は
毎
年
11

月
を「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
う
だ

け
で
な
く
、
環
境
汚
染
を
招
く
恐

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝�日時＝11月18日（日）午前10時～午後３時
⃝�場所＝都市農業センター（犬迫町4705）
⃝�内容＝農林水産物の販売・無料抽選会、
焼き肉試食、丸太切り・ジャガイモ収穫
体験、示現流（じげんりゅう）演舞など
＝さんさんコールかごしま  ☎099（808）3333

明治維新150周年記念  農林水産秋まつり鹿児島市
⃝�日時＝12月２日（日）午前９時～午後１時
⃝�場所＝旧大野小中学校（田神3754）
⃝�内容＝寒風にさらし甘みが増した「つら
さげ芋」や手作り木炭などの特産品、豚
汁、手打ちそばの販売など
＝��大野地区公民館別館  ☎0994（32）0156

⃝�日時＝11月23日（金・祝）午後１時から
⃝�場所＝住吉神社（末吉町二之方3995-1）
⃝�内容＝住吉神社神事、県無形民俗文化
財の流鏑馬、甘酒やこんにゃくの振る
舞いなど
＝曽於市社会教育課 ☎099（482）5958

第9回大
う の ば い

野原いきいき祭り 住吉神社・流
や ぶ さ め

鏑馬垂水市 曽於市
⃝�日時＝11月18日（日）午前９時～午後３時
⃝�場所＝蒲生小学校（蒲生町上久徳2252）
⃝�内容＝蒲生郷太鼓坊主の演奏、黒毛和
牛即売会、特産品販売、巨大かかしの展
示など
＝姶良市�蒲生地域振興課  ☎（52）1211

大楠どんと秋まつり姶良市

物件
番号 所在地 面積 地目

1 国分広瀬字山之口下
1663-3　外 1 筆 974㎡ 田

2 国分府中字横手ノ下
10-1 1,981㎡ 田

3 国分姫城字木ケ森 112
外１筆 1,128㎡ 田

※�農地のため、農業委員会が交付する買受適格者証明書が
必要です。

道路改良工事に伴い、住吉東線の通行止めを行います。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
◦�期間＝平成30年11月頃～平成31年３月予定
◦�場所＝しらさぎ橋右岸交差点～国道10号新川橋右岸交

差点までの一部区間
問＝土木課  ☎（64）0907

道路工事による通行止め

天
降
川

国
道
２
２
３
号

至 鹿児島市

山形屋
ショッピング
プラザ隼人店

住吉
運動公園

至 都城市
新川橋国道10号

しらさぎ橋
●●

通行止め
区間

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝応募先応
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
開
設

周
年
記
念
行
事

国
分
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、

記
念
式
典
や
戦
闘
訓
練
・
装
備
品

展
示
、
自
衛
隊
車
両
へ
の
試
乗
体

験
、
模
擬
売
店
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
25
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地

◎�

�問
＝
国
分
駐
屯
地
広
報
班
☎（
46
）

０
３
５
０

霧
島
神
宮
ほ
ぜ
祭
り

子
ど
も
み
こ
し
や
女
性
団
体
に

よ
る
踊
り
連
、
霧
島
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
郷
土
芸
能
の
披
露
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
特
産
品
の
販
売
や
甘

酒
、
ぽ
ん
菓
子
、
ね
っ
た
ぼ
の
振

る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
23
日（
金
・
祝
）午

前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
神
宮
、
緑
の
村

◎�

�問
＝
ほ
ぜ
祭
り
奉
賛
会
事
務
局

☎（
57
）１
１
１
２

み
ん
な
お
い
で
農
協
ま
つ
り

　

鹿
児
島
黒
牛
の
試
食
・
販
売
や

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部
の
野
菜
・
加

工
品
の
販
売
、
演
歌
歌
手
・
松
村

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝応募先応

湾
を
一
望
で
き
る
中な

か
の
ち
ゃ
や

茶
屋
公
園
な

ど
を
歩
い
て
巡
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
１
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
２
時
30
分

⃝
�

集
合
場
所
＝
福
山
港
前
の
古
民

家
「
か
で
し
」

⃝
�

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円

※
弁
当
は
持
参
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
22
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ
【
神
野
】
☎

０
９
０（
７
１
６
６
）２
４
０
９

サ
ン・
あ
も
り
自
主
講
座

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
自
主
事
業

■
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

世
界
的
人
気
を
誇
る
イ
ー
ヴ
ォ・

ポ
ゴ
レ
リ
ッ
チ
。
60
歳
を
迎
え
た

（
①
か
②
）
を
記
入
し
郵
送

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
19
日（
月
）必

着
◎�

�問・�申
＝
佳
例
川
地
区
自
治
公

民
館
長【
仮
屋
】☎
０
９
０（
４

９
９
０
）７
９
６
０
、
〒
８
９

９
－
４
５
０
４
福
山
町
佳
例
川

１
５
４
１

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

和
子
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ア
ン
パ
ン
マ

ン
写
真
撮
影
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
１
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
あ
い
ら
家
畜
市
場
（
隼

人
町
西
光
寺
５
２
１
－
１
）

◎�

�問
＝
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
☎

（
43
）７
３
０
０

募
　
集

ふ
る
さ
と
佳
例
川

新
米
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

福
山
町
佳
例
川
に
あ
る
西
南
の

役
の
戦
跡
な
ど
を
散
策
し
ま
す
。

参
加
者
全
員
に
地
域
で
と
れ
た
新

米
「
佳
例
川
源
流
米
」
を
差
し
上

げ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
25
日（
日
）午
前
８

時
15
分
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

⃝
�

集
合
場
所
＝
佳
例
川
地
区
公
民

館（
福
山
町
佳
例
川
１
５
４
１
）

⃝
�

コ
ー
ス
＝
①
周
遊
コ
ー
ス
（
７

㌔
）
②
お
散
歩
コ
ー
ス
（
３
㌔
）

⃝
�

参
加
料
＝
大
人
／
２
千
円
、
高

校
生
以
下
／
千
円
、
園
児
／
無

料

⃝
�

定
員
＝
先
着
２
０
０
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
参

加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス

記
念
公
演
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
１
日（
土
）午
後
３

時
～
５
時

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
／
６
千
円
、
学

生
／
３
千
円
（
全
席
指
定
、
小

学
生
以
上
入
場
可
）

※�

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
有
料
、

要
予
約
。

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０

第
一
工
業
大
学
公
開
講
座

◎�

�問
＝
第
一
工
業
大
学
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
☎（
45
）３
０
０
３

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
に
と
っ
て

必
要
な
栄
養
や
食
事
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
（
無
料
）。

⃝
�

対
象
＝
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
人

◎�

�問
＝
鹿
児
島
県
栄
養
士
会
【
横

山
】  

☎
０
９
０（
９
４
９
７
）１

４
１
３

相
　
談

司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

土
地
建
物
の
登
記
、
成
年
後
見

手
続
き
、
裁
判
手
続
き
な
ど
相
談

に
応
じ
ま
す
。（
予
約
優
先
）

⃝
�

日
時
＝
12
月
１
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
�

場
所
＝
高
千
穂
地
区
公
民
館

（
牧
園
町
高
千
穂
３
８
６
４
－

３
９
３
）

◎�

�問・�申
＝
県
司
法
書
士
会
霧
島

支
部【
重
野
】☎（
73
）５
７
４
３

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
３
－
45

－
１

き
り
し
ま
歴
史
散
歩

「
金
山
を
巡
る
」

横
川
町
に
あ
る
山
ヶ
野
金
山
の

史
跡
を
バ
ス
と
徒
歩
で
巡
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
９
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時

⃝
�

集
合
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
お
祭
り
広
場
駐
車
場

⃝
�

講
師
＝
教
育
委
員
会
職
員

⃝
�

定
員
＝
45
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
千
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
22
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）

０
７
０
８

福
山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

樹
齢
千
年
以
上
と
い
わ
れ
る
イ

チ
ョ
ウ
が
有
名
な
宮み

や

浦う
ら

宮ぐ
う

や
錦
江

国際交流員と交流しよう

◦対象＝市民　◦定員＝先着各15人　※キャンセルする場合は前日までに連絡してください。
◦申込方法＝電話か市ホームページ　 ��問・�申＝市民活動推進課  ☎（64）0924

肥薩線・くま川鉄道フォトコンテスト作品
■車窓風景部門

肥薩線やくま川鉄道の車窓から見た風景写真
■沿線風景部門

肥薩線やくま川鉄道沿線地域の日常の生活や旅情を感じ取れる風景写
真（列車・駅舎などを含む）
⃝�応募規定＝未発表作品で画像加工していない物（カラー、モノクロは問わな
い）。Ａ４サイズ。人物が写っている場合は本人の承諾を得た物。線路に入っ
て撮影するなど、安全運行の妨げに該当する作品は対象外。

⃝�応募点数=各部門１人１点まで
⃝�応募締切＝12月28日（金）当日消印有効
⃝�賞品＝最優秀賞（１点）／１万円相当の特産品、優秀賞（２点）／６千円相当
の特産品、入選（２点）／３千円相当の特産品

⃝�入賞発表＝平成31年３月に肥薩線利用促進・魅力発信協議会ホームページで
発表

⃝�応募方法＝郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、職業または学校名、コメント（30
字以内）を明記の上、作品と一緒に事務局まで郵送か持参

※�応募作品は返却しません。版権、著作権は撮影者に帰属します。ただし、使
用権は肥薩線利用促進・魅力発信協議会に帰属します。

�問・�応＝�肥薩線利用促進・魅力発信協議会事務局（人吉市企画課） 
☎0966（22）2111、〒868-8601人吉市下城本町1578-1

日　　時 場　所 定員

11/22（木）
19：00～20：30

国分公民館
中会議室

先着
40人

12/14（金）
19：00～20：30

いきいき国分
交流センター

先着
30人

◦�申込方法＝ウエブサイト
　�（https://goo.gl/forms/
lecZ7cUbaVj8Prn82）か右
のQRコードから

◦場所＝第一工業大学　◦定員＝無し
◦�参加料＝無料　◦対象＝高校生以上
◦�申込方法＝第一工業大学社会連携センターのホームページから
◦�申込期限＝各開催日の１週間前まで

講　　座　　名 日　時

自動車開発の現状と今後について 12/8（土）
10：00～ 11：00

ファイナンシャルプランナーによる
60歳以降知って得するお金の話

12/22（土）
10：00～ 11：00

◦定員＝各先着21人
◦参加料＝5,000円
◦受付＝11月12日（月）から

講 座 名 日　時

ハタヨガ
（初級クラス）

12/4 ～ 2/26
（全て火曜・全 10回）
19：30～ 20：40

スロー・
フローヨガ

12/5 ～ 2/27
（全て水曜・全 10回）
19：30～ 20：40

講座
番号 講　座　名 日　　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

（必着）

54 パソコン基礎・タブレット
体験移動講座（溝辺地区）

12/7（金）
13：30～16：00

溝辺
公民館 10人 500円 11/23

（金）

36 年賀状作成講座（夜間） 12/11（火）
18：30～20：30

メディア
センター 20人 500円 11/27

（火）

13 第２回エクセル2010
ステップアップ講座

12/18（火）・19（水）
9：30～15：30

メディア
センター 20人 1,000円 12/4

（火）

◦�申込方法＝往復はがき（１講座１枚）に講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入し郵送
◦受講決定＝はがきで通知（申し込み多数の場合は抽選）

コース名 内　　　容 日　　時 場　所 受講料 申込期限

韓国伝統音楽
鑑賞会

韓国の伝統楽器（コムンゴ、カヤグム、テグム、ヘグム）の演奏
を聴きます。
※抽選で音楽CDをプレゼント。筆記用具、コップ持参。

12/6（木）
18：30～19：40

国分公民館
調理講義室

無料

12/ 5（水）

中国語教室
（中・上級） 中国の人気ドラマ『家有児女』で中国語会話や表現を学びます。 12/13（木）

14：00～15：00

国分公民館
調理講義室

12/12（水）

韓国語教室 相づちの言葉を学びます。※筆記用具、コップ持参。 12/13（木）
18：30～19：30 12/12（水）

中国語教室（初級） 果物と野菜についての単語や表現を学びます。 12/17（月）
18：30～19：30 12/14（金）

English Hour
（初級・中級）

自分に合ったレベルで空港で使う常用英語を学びます。
※参加は１人１つのレベルに限ります。

【初級】12/17（月）
18：00～19：00

【中級】12/17（月）
19：10～20：10

国分公民館
中研修室 12/14（金）

英語で
ティータイム お茶を飲みながら英語でクリスマスについて学びます。 12/19（水）

14：00～15：00 国分公民館
調理講義室

12/18（火）

国際料理キッチン 中国本場の「火鍋」。激辛の四川（しせん）風鍋と体に優しい薬膳
鍋を同時に楽しめる火鍋パーティーをします。

12/20（木）
18：00～20：30 700円 12/18（火）
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u
n

i
t

y

秋
風
が
吹
く
い
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
週
末
に
し
ら

さ
ぎ
橋
近
く
の
天
降
川
ふ
る
さ
と

の
川
河
川
公
園
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を
広
げ
て
弁

当
を
食
べ
た
り
、
子
ど
も
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
を
し
た
り
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。
広
々
し
た
場
所

で
思
い
っ
切
り
遊
べ
て
、
家
族
連
れ

に
も
最
高
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
ス

リ
ノ
ア
31
歳
女
性
）●

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

親
子
で
触
れ
合
っ
た
り
木
陰
で
読

書
を
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
み
方
が
で
き
る
河
川
公
園
。
秋

が
深
ま
る
こ
の
季
節
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

霧
島
市
の
い
ろ
い
ろ
な
企
業

や
頑
張
る
若
者
を
紹
介
す

る
「
ミ
ラ
イ
、
ワ
ク
・
Ｗワ

ー

ク

Ｏ
Ｒ
Ｋ
」

の
コ
ー
ナ
ー
が
好
き
で
す
。
今
回
は

憧
れ
の
お
菓
子
屋
さ
ん
で
働
く
若

者
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
大
変
だ

ろ
う
け
ど
う
ら
や
ま
し
い
な
あ
と

思
い
な
が
ら
読
み
ま
し
た
。「
お
勧

め
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
ラ
ン
チ
や
お

出
掛
け
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
て
、
い
つ
も
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。（
芋
栗
南
瓜
37
歳
女
性
）

●

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
企
業
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
若
者
が
働
い

て
い
ま
す
。
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
と

併
せ
、
こ
れ
か
ら
も
ご
期
待
く
だ

さ
い
。毎

月
の
表
紙
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
10
月
号
は
満

天
の
星
空
に
桜
島
や
錦
江
湾
。
お

天
気
も
良
く
、
空
気
が
澄
ん
で
い

て
、
何
と
い
う
き
れ
い
な
色
で
し
ょ

う
。
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
夜
景
に

感
動
で
す
。
風
の
音
も
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
ね
。
あ
ら
た
め
て
、

私
た
ち
は
い
い
所
に
住
ん
で
い
る
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。（
お
と
め
座
ば
ぁ

ば
64
歳
女
性
）

●

先
月
の
表
紙
写
真
に
は
他
に
も

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
撮
影
地
は
牧
之
原
に
あ

る
惣
陣
ヶ
丘
。
霧
島
の
山
々
も
見

渡
せ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
の

取
り
組
み
は
す
て
き
で
す

ね
。「
褒
め
ら
れ
て
嫌
な
気
持
ち
を

抱
く
人
は
い
な
い
も
の
。『
褒
め
る
』

こ
と
は
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
早

速
、
家
庭
で
実
践
し
て
み
ま
す
。

視
野
が
広
が
っ
て
余
裕
が
で
き
、
相

手
に
安
心
感
や
信
頼
感
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
、
い
い
で
す

ね
。（
ク
ロ
ー
バ
ー
39
歳
女
性
）

●

褒
め
る
と
い
う
こ
と
を
普
段

は
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
褒
め
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
で

す
が
、
褒
め
る
の
は
な
ん
だ
か
照

れ
く
さ
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
特
集
を
読
ん
で
、
ま
ず
は
笑

顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
う
よ

う
に
習
慣
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
夫
や
子
ど
も
も
褒
め
て
伸

ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
み

る
く
29
歳
女
性
）●

褒
め
る
気
持
ち
を
伝
え
、
人
や

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
よ
う
と
す
る

「
キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」。
難

し
く
考
え
ず
、
ま
ず
は
「
あ
り
が

と
う
」
か
ら
で
す
ね
。

引
っ
越
し
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
の
自
治
会
に
入
り
ま
し

た
。
高
齢
の
会
長
さ
ん
や
近
所
の

皆
さ
ん
が
と
て
も
い
い
方
で
、
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
く
だ
さ
り
助
か
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
回
覧
板
で
回
っ
て

く
る
広
報
誌
の
お
か
げ
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。（
ガ
ー

ベ
ラ
ち
ゃ
ん
29
歳
女
性
）

●

本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお
寄せください。お便りはとじ込みのはがき、ファクス（0995
－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りください。

自
治
会
に
入
ら
な
い
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
治
会
は
地
域
の
絆
。

お
互
い
を
知
り
、
助
け
合
う
こ
と

で
住
み
や
す
い
地
域
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

先
日
、
母
が
事
故
を
起
こ
し
、

車
が
横
転
。
運
転
席
か
ら

出
ら
れ
な
く
な
り
、
近
く
に
い
た

人
や
事
故
で
渋
滞
し
た
車
の
運
転

手
さ
ん
た
ち
が
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ

て
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

幸
い
、
打
撲
と
頭
の
こ
ぶ
程
度
で

済
み
ま
し
た
。
６
月
に
父
が
亡
く

な
っ
た
ば
か
り
で
、
１
人
暮
ら
し

の
母
の
命
が
助
か
り
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
助
け
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
あ
や
ね
の
母
50
歳

女
性
）

●

12
月
号
で
は
交
通
事
故
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ

る
霧
島
市
の
死
亡
者
数
は
県
下

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。
原
因
と
対

策
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

４
月
か
ら
１
人
暮
ら
し
を
始

め
た
社
会
人
１
年
生
の
娘
。

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
実
家
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
次
の
日
の
朝
、
家
の

呼
び
出
し
音
が
鳴
り
玄
関
の
ド
ア

を
開
け
る
と
、
新
聞
配
達
員
さ
ん

が
「
庭
先
に
落
ち
て
い
ま
し
た
よ
」

と
娘
の
財
布
を
届
け
て
く
だ
さ
い

ろ
う
と
し
て
い
た
ら
、
見
ず
知
ら

ず
の
人
が
傘
を
差
し
て
車
ま
で
連

れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
霧

島
市
は
人
も
優
し
く
、
子
育
て
も

し
や
す
い
環
境
だ
な
あ
と
、
つ
く

づ
く
感
じ
ま
し
た
。（
り
り
ぃ
37
歳

女
性
）

●

助
か
り
ま
し
た
ね
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
優
し
さ
が
子

育
て
を
し
や
す
い
霧
島
市
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

霧
島
市
の
合
同
金
婚
式
に
参

加
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の
カ

メ
ラ
マ
ン
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
う

の
は
結
婚
式
以
来
。
す
て
き
に
写

し
て
も
ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

ま
し
た
。
早
朝
で
は
失
礼
だ
と
思

い
、
午
前
７
時
半
に
出
直
し
て
来

て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
車
か

ら
降
り
る
時
に
落
し
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
こ
す
も
す
の
季

節
48
歳
女
性
）

●

落
と
し
た
場
所
が
自
宅
の
庭
先

で
良
か
っ
た
で
す
ね
。
心
優
し
い

新
聞
配
達
員
さ
ん
に
感
謝
で
す
ね
。

生
後
３
カ
月
の
子
ど
も
を
連

れ
て
買
い
物
に
行
っ
た
帰

り
、
急
に
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。

や
む
気
配
が
な
い
の
で
、
仕
方
な

く
子
ど
も
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て

駐
車
場
に
止
め
て
い
る
車
ま
で
走

た
で
す
。
お
い
し
い
食
事
に
歌
や
踊

り
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夫

と
共
に
50
年
、
元
気
で
過
ご
せ
て

金
婚
式
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感

謝
で
す
。
金
婚
式
の
係
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
エ
プ
ロ
ン
母
さ
ん
72
歳
女
性
）

●

金
婚
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
夫
婦
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
ほ
か
37
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Readers Voice

読者の声

今月の絵手紙
【霜月】

豊廣良子さん（国分）

サロンにサンタがやって来る
こどもセンターでは、年齢に応じたサロン

を開設しています。12月はサンタクロースと
一緒に歌ったり、踊ったり、触れ合ったりし
て過ごしましょう。
◦�たまごちゃん集まれ（妊婦～生後８カ月）＝
12月20日(木)午前10時～正午

◦�赤ちゃん集まれ（生後９カ月～１歳３カ月）
＝21日(金)午後１時～４時

◦�ひよこのへや（０歳児・H29. ４～ H30. ３
月生）＝10日(月)午前10時～正午

◦�りすのへや（１歳児・H28.４～H29.３月生）
＝17日(月)午前10時～正午

◦�うさぎのへや（２歳児・H27. ４～ H28. ３
月生、３歳児・H26.4 ～ H27.3月生）＝３
日(月)午前10時～正午

フリーマーケットの品物を集めます
２月10日の市健康福祉まつりでフリーマー

ケット(無料)を行います。
家庭で不要になった物があれば、こどもセ

ンターにお持ちください。
⃝�対象＝洋服、肌着、スタイ、靴下、帽子、
子ども用バッグ、靴、抱っこひも
※�肌着・スタイ・靴下は未使用、洋服・肌着は
70～ 100㎝程度、靴下は16㎝まで。汚れ
や傷みのひどい物はご遠慮ください。おも
ちゃは不可。

⃝募集期限＝１月18日（金）

チャイルドシートの貸し出し
道路交通法で、６歳未満の幼児を乗車させ

るときはチャイルドシートの使用が義務付け
られています。

霧島市では、子育て支援と子どもの安全確
保のため、チャイルドシートやジュニアシー
トを貸し出しています。
⃝利用条件
◦霧島市内に居住していること
◦普通自動車運転免許を持っていること
⃝利用料＝無料
※�シートカバーはクリーニング（代金は自己
負担）してから返却してください。

⃝貸出期間＝原則３カ月以内
⃝�貸出場所＝こどもセンター、各総合支所市
民生活課

⃝�申込方法＝電話で在庫を確認の上、当日の
午後5時までに各貸し出し場所の窓口で直
接申し込みください。予約はできません。

⃝手続きに必要な物＝車検証、運転免許証
�問＝こどもセンター  ☎（45）4920

国分福島一丁目1-25-1

こどもセンター
からの
お知らせ
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◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から霧島菓子処 森
もり
三
ぞう
より「商品券1,000円分」を

15人にプレゼント。応募締め切りは11月19日（月）当日消印有効です。
※当選の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

11PRESENTS
森三はお客さまへの感謝の気持ちを心に銘じ、夢と感動のある商品を提供
し、地域の皆さまとの触れ合いをもとに、愛され親しまれるお店を目指して
おります。
季節の新商品が続々登場。真っ赤なイチゴの屋根が目印です。皆さまのご
来店をお待ちしております。

霧島菓子処 森三の商品券（1,000円分）をプレゼント

霧島市国分中央４-8-23　☎（47）7000
営業時間／午前９時～午後８時　元日のみ休み

霧島菓子処 森三  国分中央店

ED
IT

O
R

'S

約１年前、国道10号を車で走っている
と、鮮やかな風景が目に飛び込んできま
した。小浜小学校のイチョウの木。３
階建ての校舎ほど高い立派な幹が金
色の葉をまとう姿に、思わず感動しま
した。同小の卒業生で地域に住む89
歳の男性によると、当時から立派でき
れいだったそう。11月は市内各地で美
しい紅葉が見られます。秋の感動を見
つけに、ぜひお出掛けください（川床）

金色に輝くイチョウ
（隼人町小浜）

平成29年12月３日 午後３時８分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18～135mm・F3.5
～ 5.6　1/640　F14　ISO500

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

◎人口／125,890人（+13）◎世帯数／60,659世帯（+23）
・男性／60,692人（+10） ・女性／65,198人（+３） ・出生83人 ・死亡107人 ・転入289人 ・転出248人	 （平成30年10月１日現在）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebookいつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

停
電
へ
の
備
え

台
風
の
通
過
が
多
く
、
被
害

を
受
け
や
す
い
鹿
児
島
県
は
、

台
風
銀
座
と
い
わ
れ
る
台
風
の

通
り
道
で
す
が
、
９
月
に
霧
島

市
を
直
撃
し
た
台
風
24
号
は
、

台
風
に
対
す
る
私
た
ち
の
備
え

の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
た
台

風
で
し
た
。

当
初
の
予
想
よ
り
も
東
側
に

進
路
を
変
え
た
た
め
、
吹
き
返

し
が
大
変
強
く
、
屋
根
が
め
く

れ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
施
設

も
あ
り
ま
し
た
。
倒
木
に
よ
る

道
路
の
通
行
止
め
も
各
所
で
発

生
。
そ
れ
以
上
に
大
き
な
支
障

を
来
し
た
の
が
停
電
で
し
た
。

県
内
の
広
範
囲
で
停
電
が
発

生
す
る
中
、
本
市
で
も
９
月
30

日
の
午
後
か
ら
発
生
。
台
風
接

近
の
前
日
か
ら
、
国
分
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
は
九

州
電
力
の
工
事
車
両
が
集
結
。

風
雨
の
中
、
24
時
間
体
制
で
復

旧
作
業
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、
倒
木
な
ど
に
よ
る

電
線
の
寸
断
箇
所
が
多
く
、
復

旧
に
数
日
要
す
る
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。
総
合
支
所
が
停
電
し

た
地
区
も
あ
り
、
情
報
の
収
集

や
発
信
に
影
響
が
出
た
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

長
時
間
の
停
電
時
に
お
け
る

行
政
の
対
応
に
つ
い
て
、
今
回

の
経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
必
要

な
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

https://www.facebook.com/kirishimacityofficial/
霧島市公式フェイスブック

中とじのクーポンも
ご利用ください。

私
が
初
め
て
霧
島
市
に
来
た
の
は
、
福
山
町
佳
例
川
に
あ
る
妻
の
実
家
へ
結
婚
を
前
提
と
し

た
お
付
き
合
い
の
報
告
に
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
終
始
緊
張
し
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
私
を
笑
顔
で
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
ご
両
親
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
優
し
さ
、
帰
り
に

見
た
桜
島
の
偉
大
さ
に
胸
が
熱
く
な
り
「
と
て
も
す
て
き
な
環
境
だ
な
」
と
強
く
感
じ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
10
年
が
た
っ
た
昨
年
の
春
、
長
男
の
小
学
校
進
学
を
機
に
移
住

を
決
意
し
、
関
西
か
ら
こ
こ
佳
例
川
へ
。

移
住
を
決
め
た
理
由
は
、
何
と
言
っ
て
も
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
が
あ
っ
た
か

ら
。
幼
少
期
の
私
は
自
然
に
囲
ま
れ
た
和
歌
山
県
の
田
舎
で
育
ち
、
毎
日
田
ん
ぼ
や
小
川
で
泥

ん
こ
に
な
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
地
域
で
の
交
流
が
深
く
、
周
り
に
は
自
分
た
ち
を
知
る
大
人
が

た
く
さ
ん
い
て
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
も
近
所
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
の
私
が
あ
る
の
は
、
そ
ん
な
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
思
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

し
か
し
時
代
は
変
わ
り
、
人
は
田
舎
か
ら
都
会
へ
と
移
り
住
む
傾
向
へ
。
そ
の
影
響
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
周
り
に
は
、
親
戚
が
少
な
く
近
所
付
き
合
い
な
ど
も
な
い
環
境
が
増
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
こ
佳
例
川
に
は
、
私
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
環
境
が
今
も
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い
ま
す
。
地

域
に
は
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
人
生
の
先
輩
方
が
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
私
た
ち
に
も
毎
日
変
わ
ら

ず
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
周
り
は
自
然
に
囲
ま
れ
、
ウ
グ
イ
ス

の
鳴
き
声
で
目
覚
め
る
季
節
も
あ
る
な
ど
、
自
然
そ
の
も
の
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
休
み
の
日
に
は
家
族
湯
に
行
く
こ
と
が
多
く
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り
と
休
日
を
過
ご
す
た

び
、
移
住
を
決
断
し
て
良
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
佳
例
川
で
の
暮
ら
し
が
将
来
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生
の
大
き
な
糧
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
願
い
、
今
後
も
家
族
全
員
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田村 裕
ひろ

己
み

さん（39）
和歌山県出身。平成29年に理想の育児環境を求めて妻の
実家・福山町佳例川に移住。アウトドアや温泉が大好きで、
週末は家族湯に行くのが最近の楽しみ。独身時代は大手ア
パレル企業のマネジャーを務めていた。子ども好きが高じ
て保育士の資格も持つ２児の父。

子どもたちと過ごす理想の場所

近所の田んぼを散歩する田村さん、長男・日
ひなせ
生君（8）、

長女・千歳ちゃん（1）、妻・日
ひ と み
登美さん（34）

随想の田村さんが移住した佳例川地区はとても人が温かい所。田村
さんの撮影が終わって帰るとき、私の車とすれ違った乳母車のお

ばあちゃんが深 と々おじぎをしてくれました。通りすがりの人にまであい
さつをする環境。ここなら安心して子どもを育てられそうですね（川床）

なぜ詐欺に引っ掛かるのかと疑問に思っていましたが、被害者の
手記を読んで危機感を抱きました。相手はさまざまな手口で私た

ちをだまそうとします。一人で判断しないで相談することが大事。ただ、
言葉巧みに飲みに誘う川床さんからは逃げられない。恐るべし（新村）

風を切りながらさっそうと走る京セラ女子陸上部の山ノ内さん。普
段はとても穏やかな雰囲気が印象的でした。実は私も小学６年

の頃は1500ｍ走で宮崎市7位と、そこそこの快速ランナーでした。あれ
から20年。順調に育ち、今では立派な豚足…鈍足ランナーです（森本）

西郷どんもいよいよ大詰め。オープニング映像でミヤマキリシマや高
千穂峰が放送され霧島の宣伝効果は抜群。霧島神宮境内で熱演す

る九面太鼓は出演依頼が急増とのこと。保存会では一緒に活動するメン
バーを募集中です。詳しくは脇元さんまで。☎090（3321）0823（上小園）
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